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        　白しろ月つき泉いずみの上に跨がる男が問う。

        「……こっちとこっち、どっちを咥えたい？」

        　右手には重く鈍い光沢を纏う銃、左手には男の赤黒く怒張した一物。狂気に満ちた二択を突き付けられ、白月は息を呑んだ。この男に殺されてきた人間は、皆、死の間際にこのような心臓が凍てつくような思いをしているのだろうか、と思った。

        　男の目は、人の命を奪うことに微塵の躊躇いもない冷酷さと、触れるだけで骨まで溶かす烈火の如き怒気を孕んでいる。今までそういった性質を垣間見ることはあったが、それを自分に向けられることはなかった。いざ自分にそれが向けられるとこんなにも震えが止まらないのだと知った。

        　男――加か賀が井い宗むね親ちかが恋人の白月に凶暴な気配を感じさせることは決してなかった。いつもその瞳は、穏やかに白月を慈しんでいた。彼が殺し屋という血生臭い仕事を生業としていることを忘れさせるほどに……。

        　ギシ……、と悲鳴のような不穏さを湛えてベッドのスプリングが軋んだ。

        「さぁ、選べ」

        　銃口が眉間に押しつけられる。心臓が胸を突き破りそうなほど強く鼓動を打つ。

        　白月は唾をゴクリと飲み込んだ。今日の今日まであらゆる選択を間違え続け、今この時に至った。次こそ選択を誤ってはいけない。今までの選択に比べれば、今突き付けられている選択は狂気的ではあるが、非常に簡単だ。

        　なのに全身を支配する震えのせいで、なかなか唇を思うように動かせない。強ばる喉を何とか動かし深呼吸らしきものを試みるが、少しも緊張は解けなかった。

        　加賀井が無言で、銃口をさらに強く押しつけた。白月は唇の震えを飲み込みながら、ゆっくりと口を開いた。
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        　最初の大きな選択ミスは、元恋人、鳴なる瀬せ瑠る理りの言葉と愛を信じたことだ。

        　瑠璃と出会ったのは、一年前に開催された大きな街コンだった。三十手前になって恋人どころか女友達もいない白月は焦りを感じ、出会いを求めあらゆるコンパに参加していたが、いい結果が出た試しがなかった。

        　容姿はとても自信が持てるものではなかったし、だからといってそれを補う話術や収入など持ち合わせてもいなかった。もう自分はこのまま一生一人なのかもしれない、と思っていた時、瑠璃が現れた。

        「私もその小説、好きです！」

        　趣味の話になった時、マイナーな作家だが自分の好きな本の題名を挙げると、瑠璃が屈託のない笑みで賛同してくれた。それが彼女のことが気になったきっかけだった。

        　アパレル関係の仕事をしていると言うだけあってオシャレで垢抜けた彼女は、自分には高嶺の花の存在で気後れしていた。だが、意外にもマイナーな小説を読み嗜んでいるところに親近感を覚え、話している内にあっという間に好きになってしまった。自分の片思いで終わるだろうと思っていたが、連絡先の交換を申し出たのも、デートに誘ってきたのも全て瑠璃の方からだった。

        　この時点で疑うべきだった。自分のようなつまらない男に、このような綺麗で聡明な女性が好意を寄せるはずがない、と。

        　しかし、その時の白月に、そんな冷静さはなかった。初めて意中の女性に好意を寄せられすっかり浮かれていた。浮かれた人間は、大概が判断力を欠くものだ。

        「ねぇ、泉。ちょっと相談したいことがあるの……」

        　白月の家でまったりと二人で寛いでいると、瑠璃が神妙な面持ちで切り出した。常に屈託のない笑みを浮かべている彼女がそんな表情を見せたので、胸が少しざわついた。警戒心からではない。心の底から心配してのことだった。

        「どうしたの？　俺で役立つか分からないけどよかったら話して」

        「……ありがとう。あのね、前にいつか自分のお店を持ちたいって言ってたでしょ？」

        「ああ、言ってたね」

        　白月は優しく頷いた。

        　以前、彼女の家で酒を飲んでいた時に、いつか自分が好きなものを集めたお店を開きたい、と話していたことを思い出す。酔いが回り少しとろんとなっていたが、夢を語る彼女の瞳は輝いていた。夢絵空事を言っているわけではないことはよく分かった。自分には夢なんていう大層な目標がなかったので、彼女がますます魅力的に見えたし、その夢を応援してあげたいと思った。

        「いろいろお店を探してて、最近、すごくいい物件を見つけたの」

        「へぇ！　よかったね」

        　思わず自分のことのように喜ぶ白月だったが、話の内容と彼女の暗い表情が一致しないことに首を傾げた。

        「どうしたの？」

        　話の先を促すが、瑠璃は俯いたまま口を固く閉じていた。

        「瑠璃？」

        　白月は瑠璃の肩に優しく手を置き、顔を覗き込んだ。彼女は弱々しい潤んだ視線を一瞬こちらに向けると、逡巡を振り払うように一息吐いて口を開いた。

        「実は、お店を借りるのに保証人が必要なの。本当なら親とか親戚に頼みたいんだけど……」

        　瑠璃は言い淀んだ。一度、彼女に話を聞いたことはあるが、家族との関係はあまりいいものではなかった。家を出て十年以上、顔を合わせるどころか連絡さえ取っていないことから、家族との間に出来た溝がどれだけ深いものか想像に難くない。彼女には頼れる人間はいなかった。白月一人を除いては……。

        「俺がなるよ」

        　気づけば白月はそう答えていた。

        　この判断が、地獄の始まりになることも知らずに……。

        　

        　保証人のサインをした日からしばらくして、瑠璃と連絡が取れなくなった。嫌な予感がして彼女の家に向かえば、そこはもぬけの殻だった。それでも白月は自分が騙されたという事実に気づかず、彼女の身に何かあったのではと心配したほどだった。

        　瑠璃の失踪後、いかにもヤクザ者といった風の男たちが白月の元に押しかけてきて、彼女が借りていた三千万円の返済を要求した。瑠璃は、開業資金として不動産の紹介する金融会社から借金をしており、サインした書類を確認すると、保証人はその借金も含め連帯保証しなくてはならないというものであった。

        　白月は男たちの恫喝の声に取り囲まれて初めて、自分が騙されたことに気づいた。

        　それからは、底なしの地獄に向かって坂道を転がり落ちるような日々が続いた。

        　取り立ては日に日に執拗さと苛烈さが増していった。ついには取り立て屋が会社にまで乗り込んできたのだ。この一件で、会社に借金のことが露見してしまい、元々居場所のない職場だったが、さらに居づらくなってしまった。結局、上からの遠回しな勧告もあり会社を辞めざるを得なくなった。

        　

        　辞表を会社に出すと、駅から少し離れた商店街をあてもなく歩いた。家に帰ったところで取り立てがやって来るのだ。取り立てから逃げる勇気はないが、少しくらいの避難なら許されるだろう。

        　アーケードの天窓から降る昼の光は、シャッターが下ろされた店がちらほらと点在する廃れた商店街を幾分明るく見せていた。しかし、絶望的な白月の心を照らすまでの力はなく、むしろその健全な眩しさはますます白月の心を絶望の淵へと追いやった。

        　暗く重い溜め息を吐こうとした時、

        「ちょっとよろしいかしら？」

        　溜め息を遮るように背後から肩を叩かれた。おかげで出し損ねた重い溜め息を飲み込まなくてはならず、一層陰鬱な気持ちになった。

        　しかし、肩に手をかけられては無視することも出来ず仕方なく白月が振り向くと、そこには背の高い美女が立っていた。ただ、身に纏うワンピースと口紅があまりにも鮮烈な深紅色だったので、白月はたじろいだ。

        「急に声をお掛けして申し訳ございません。私、伊い巻まき朱しゅ莉りと申します。以後お見知りおきを」

        　伊巻と名乗る女は、洗練された所作でスカートの裾を両手で摘まみお辞儀をした。見知らぬ美女というだけでも怪しいが、その作り物めいた容姿や所作に、白月はますます眉間の皺を深めた。

        　しかし伊巻は白月の眉間の皺など全く気にした様子はなく、話を続けた。

        「もしよろしければ、ご一緒にお昼を食べません？　私、貴方にお話したいことがありますの」

        　恐らく落ちない男はいないだろうという気品と魅力に溢れた笑みで伊巻が誘ってきた。瑠璃と出会う前の自分であればその美しさに思考を奪われ惚けた顔で思わず頷いていただろうが、女に騙されて地獄の日々を送る今の白月には胡散臭さしか感じない。

        「……すみませんが、俺からむしり取れるお金なんてありませんよ。なにせ三千万の借金がありますから」

        　半ば自棄になって自嘲しながらそう吐き捨てると、女に背を向けた。きっと金のない男と分かれば女もそそくさと逃げていくだろう。そう思っていた。

        　しかし、女は立ち去る気配を見せなかった。それどころか、背後でくすくすと可憐で少し不気味な笑い声を立てて言った。

        「ふふふ、存じておりますよ。貴方が借金していることも、なぜ借金を背負わなくてはならなくなったかその経緯も、そしてその借金を返済できる術も……、白月泉さん？」

        　ゾクッ、と背中に鳥肌が立った。ここが廃れた昼間の商店街だと忘れるほど、ひどく蠱惑的な響きを持った声だった。

        　恐る恐る振り向くと、伊巻はにっこりと微笑んでいた。それは胡散臭さより、恐怖を相手に抱かせる笑みだった。

        「立ち話も何ですし、座ってお茶でもしながらお話しましょう」

        　そう言うと、伊巻はスカートの裾を翻して歩き始めた。白月がついてくると信じて疑わない足取りだった。彼女の思惑通りになっている状況は気にくわなかったが、借金を返済できるという言葉に、白月は不承不承、彼女の後について行くことにした。

        　伊巻が向かったのは、駅近くのビルの中にあるファミレスだった。所作や言動から一般人らしからぬ雰囲気を感じていたので、意外に思ったが、席に着くと「ふふふ、一度こういうお店に来てみたかったんです」と無邪気に嫌みなく言ったので、どうやら一般人ではないのは確かなようだ。

        　伊巻は興味津々と言った様子で辺りを見回した後、メニュー本を取って白月に差し出した。

        「何か食べます？」

        「いえ、俺はドリンクバーだけでいいです」

        　金もないが食欲もないのでそう答えると、伊巻はきょとんとして、首を傾げた。

        「ドリンクバー？」

        　どうやらドリンクバーを知らないようだ。

        「あそこに飲み物が出る機械があるので、自分で取りに行くんです。コーヒーや紅茶、ジュース、いっぱい種類がありますよ」

        　先ほどまで蠱惑的な笑みを浮かべていた人物ととても同一とは思えない、無知な少女のような表情を見せる伊巻に苦笑しながら説明すると、彼女は目を丸くした。

        「まぁ！　自分で飲み物を取りに行くんですの？　ウェイターが持ってくるんじゃなくて？」

        「そうです」

        　頷くとしばらく驚きで固まっていた伊巻だったが、段々と目を輝かせ勢いよく立ち上がった。

        「ぜひ教えてくださいませ！　あの機械の使い方を」

        　伊巻は白月の手を引き無理矢理立たせると、上機嫌の様子でドリンクバーまで引っ張っていった。

        　カフェラテ、抹茶ラテ、昆布茶、アップルティー、メロンソーダ、コーラ……、伊巻の前には様々な飲み物が並べられた。そして、それらにあらかた口をつけると「さて」と彼女が本題に入った。

        「お気の毒でしたわね。信じていた女性に騙された上、多額の借金を背負うことになるなんて……心中お察しいたしますわ」

        　いかにも気遣わしげといった風だが、白月の現状を残酷なまでに的確に説明する言葉には、痛みと共に自分が追いやられている状況を再確認させようとしているように感じた。

        「……どうして貴方は俺が借金を背負うことになったいきさつを知ってるんですか？」

        　単刀直入に訊いた。伊巻は口の端をしなわせた。

        「貴方のことを別件で調べていたんです」

        「別件……？」

        　眉根を寄せる。怪訝の色を濃くする白月など気にせず、これも予想の範疇だと言わんばかりの余裕でもって伊巻は微笑んだまま首を傾いだ。

        「加賀井宗親、という男を憶えていますか？　小学五年生だった時にクラスメイトだった男です」

        　加賀井宗親という珍しい名前に、すぐに旧友の姿が頭に浮かんだ。父親の仕事の関係で転校が多かった白月は、親交の深さはともかくとして、たくさんの人と出会いと別れを繰り返してきたので、人の名前を言われてもすぐに思い出せないことがままあるが、加賀井については別だった。

        　しかし、だからといって加賀井との付き合いが長かったわけでも深かったわけでもない。半年ほどの付き合いだったし、親友と呼べるような仲でもなかった。お互い他に友達がいないから何となく一緒にいた、という乾いた関係だった。

        　それでも、すぐに思い出せるくらい加賀井が記憶に残っているのは、彼の子供らしからぬ、暗くどこか達観した雰囲気が印象的だったためだ。彼は無口で、漫画やテレビ、担当教師、クラスメイトなど、どんな話題を振っても、冷たいほどに達観した瞳でこちらを見るだけだった。だから仕方なく、気まずい沈黙が訪れないよう必死に自分だけが喋り続けた。冷めた彼の瞳には、いつも場を繕おうと口を忙しなく動かす滑稽な自分の姿が映っていた。

        　はっきり言えば、加賀井のことは苦手だった。彼と過ごした時間を思い出すと、胸の底に薄らと息苦しさが漂う。

        「憶えてますけど……。加賀井がどうしたんですか？」

        　自分が転校してきた半年後、次は加賀井が転校した。その後、彼とは一切交流はない。今、彼がどこで何をしているかも知らないし、伊巻が彼の名前を口にするまで思い出すこともなかった。

        　伊巻は小さく笑って答えた。

        「実は彼、殺し屋なんですの」

        「……え？」

        　白月の口から素っ頓狂な声が漏れた。

        　伊巻の口調は、さほど重大でない秘密を明かすような軽いものだった。『殺し屋』という現実味のない血生臭さを纏う言葉も、冗談にしか思えなかった。このタイミングでなぜそのような冗談を言うのか分からなかったが、いくら待っても、彼女はコップの内側についたメロンソーダの泡をストローでつつくばかりだった。

        「冗談、ですよね？」

        　確認するのも馬鹿らしいが、話を進めるため白月は念のため訊いてみた。すると、伊巻は鋭い視線をこちらに向けた。口元は笑みを浮かべているが、その目は怒気を孕んでいた。

        「冗談じゃないですわ。本当ですよ。……私の恋人も加賀井に殺されましたの」

        　白月はゴクリと唾を飲み込んだ。伊巻の目がとても冗談を言っているとは思えなかった。

        　白月が黙り込むと、伊巻はメロンソーダをストローで一口吸ってから話し始めた。

        「私の恋人は温厚で、人に恨まれるような人ではありませんでした。でも恨みは買わずとも、妬みを買ってしまったようで……。全く、理不尽な話ですわ」

        　伊巻は苦々しそうに理不尽という言葉を吐き捨てた。瞳は微かに赤みを帯びて潤んでいた。恐らくどんな慰めの言葉も彼女の前では力を持たないだろう。白月は黙って、彼女が口を開くのを待った。

        「……恋人を殺すよう依頼した奴は、すぐに見つけ出して殺してやりました」

        　伊巻の唇が不気味に歪んだ。被害者然としたか弱い表情が一変した瞬間だった。白月の手の平はいつの間にか汗で湿っていた。

        「でも、あの男だけは殺せませんの」

        　ギリ……、と奥歯を噛みしめる音が響く。錆びた凶器を彷彿とさせる歪な音だ。

        「……それで俺に加賀井を殺せというんですか？」

        　伊巻の放つ殺意に似た鋭さに恐る恐る訊くと、彼女は鳩が豆鉄砲を食ったような顔をしたがすぐに盛大に吹き出した。

        「ふふふ、面白いですわね。その発想はなかったですわ」

        　伊巻はひとしきり笑うと、目尻に滲んだ涙を人差し指で軽く拭った。話の流れから、そして彼女から滲み出る剣呑な雰囲気から、そうだと確信していた白月だったが、こうも笑われてしまうと自分が言ったことがひどい思い上がりのように感じ恥ずかしくなった。

        「彼を殺すなんて素人には無理ですわ。プロでさえ殺せないんですもの。……私が依頼した殺し屋はみんな帰って来ませんでした」

        　背中がぞくりと粟立つ。どうやらかつての友は、相当優秀な殺し屋のようだ。

        「じゃあ、なんで俺にこんな話を……」

        　彼女の狙いがますます分からなくなる。伊巻はゆったりとソファに背をもたれ、膝の上で手を組んだ。

        「加賀井にはね、隙がありませんの。もちろん殺し屋というのは隙がありません。でもあくまでそれは仕事の時だけ。プライベートでは、一般人ほどとはいかなくても多少なり隙が出来るものです。でも、彼にはそれがありません。いつだって冷静沈着。少しの異変もすぐに察知して、そして冷静に対処しますの」

        　加賀井の殺し屋としての優秀さを聞けば聞くほど、伊巻の復讐劇に自分はますます無用な気がした。やはり彼女の狙いが分からない。

        「元クラスメイトの俺なら、隙を作れるんじゃないか、ってことですか？」

        　自分で言いながらそれは違う気がした。加賀井とは別に深い親交があるわけでもないし、久しぶりに再会した旧友如きが、鉄壁の殺し屋の隙を作れるとは思えない。たとえ隙を作れたとしても、素人の自分にプロの殺し屋を殺すなんてことが出来るはずもない。

        　しかし、伊巻は白月の予想に反して「ええ、そうです」とさらりと笑顔で頷いた。

        「冗談でしょう？　元クラスメイトっていっても十年以上前のことですよ？　それに転校してから一回も会ってないですし……」

        　そもそも向こうが憶えているかも怪しいところだ。加賀井は人に無頓着そうだったし、自分に彼のような人の記憶に強く残るようなものはない。再会を装ったとしても思い出してもらえず、かえって怪しまれそうな気さえした。

        「彼にとって貴方が『普通の元クラスメイト』なら私だってこんなこと話しませんわ。……これを見てくださる？」

        　伊巻がバックから数枚写真を取り出し、白月の前に並べた。写真には見知らぬ男が映っている。知っている男は一人もいない。しかし、どの男も似たような癖毛に、左目の目尻に泣きぼくろがある。

        　鼓動がドクリとうねった。白月は恐る恐る窓ガラスへ顔を向けた。

        「ふふふ、誰かにそっくりだと思いません？」

        　窓ガラスに映る自分が強ばった表情で目元の泣きぼくろに触れる。髪は昔から癖毛で毛先が大人しく下を向くことはない。

        　自分と特徴が不気味なほど一致する男たちに、背筋がゾッと粟立った。

        「……この男たちは何なんですか？」

        　まさか加賀井に殺された人たちだろうか。血生臭い嫌な予感に、心臓が冷える。

        　しかし伊巻から返ってきた答えは予想外のものだった。

        「古い言い方をすれば、男娼です。男相手に体を売っている方々ですわ」

        　伊巻の蠱惑的な赤い唇が紡いだせいか『男娼』という言葉は、異様な艶めかしさを滲ませていた。一瞬、ここが昼間のファミレスだということを忘れそうになるくらいだった。

        「加賀井は男を選ぶ時、必ず癖毛で、目元にほくろがあることを条件にしているそうです。場合によってはほくろを描く時もあるとか」

        　伊巻がくすりと笑う。

        　まさか、旧友が殺し屋だと言うことに次ぐ驚きの事実を知ることになるとは思わなかった。出来れば旧友の同性愛嗜好や男の好みなど知りたくなかった。

        　じんじんと鈍い疲労感が滲むこめかみに人差し指をあてながら口を開いた。

        「……つまり、俺に加賀井をたぶらかせということですか？　加賀井の好みと一致する旧友だからちょうどいいと」

        「まぁ、そんなところです。でも貴方は大きな勘違いをしていますわ」

        　そう言うと、伊巻は身を乗り出してその手を白月に伸ばした。ふわりと香水の匂いが鼻先をかすめた。華奢な細い指が頬を包む。思わず胸がときめきに似た甘い音を奏でた。

        　その音を見透かしているかのように、彼女はにっこりと微笑んだ。

        「貴方がたまたま加賀井の好みに合っているわけではありません。……貴方自身が加賀井の好みそのものなんですのよ」

        　伊巻がするりと親指の腹で、目元のほくろを撫でる。撫でられた箇所からぞわぞわと全身に鳥肌が広がった。

        　伊巻は腰を下ろして話を続けた。

        「貴方に頼みたいのは、あの男の仮初めの恋人となること。そして幸せの絶頂で、あの男を振って頂きたいんです。……その絶望という名の隙を狙ってあの男を殺す」

        　深紅の唇が嬉々とした様子でうねった。胸の底がひやりとする。

        「もちろん貴方が手を下す必要はありません。ただ、貴方はあの男に毒のような甘い幸せを与えるだけでいいんです。もちろん貴方に危害が加わらないように最善を尽くしますわ。報酬は三千万。この話を受けてくれるなら、まず着手金として五百万を振り込みます。その後、付き合うことになってもならなくても告白をするところまでいけば一千万円。そして、あの男を振った時に残りの一千五百万……どうです？　悪い話じゃないでしょう」

        　伊巻が首を傾げてこちらの反応を伺った。

        　白月はしばらく黙り込んだ。頭の中で、人としての良心と借金地獄からどうにかして逃げ出したいというエゴが拮抗する。

        　この話を受ければ自分は殺人に加担してしまうのだ。しかし上手くいけばこの理不尽な借金地獄から抜け出すことが出来る……――。

        　気づけば白月は口を動かしていた。

        「その話、詳しく聞かせてくれませんか……」

        　目の前の赤い唇が、悪魔のように口の端を吊り上げた。

        　

        　＊＊＊＊

        　

        　伊巻との契約をしてから一週間後、白月はコーヒー店にいた。店内はどこをとっても洗練されており、客層も身なりを気遣う洒落た人間ばかりだ。ゆったりと寛げるソファで談笑する者もいれば、窓辺の席で仕事や勉学に励むビジネスマンや学生もいる。

        　お世辞でも垢抜けているとは言い難い白月は、店に入った瞬間から居心地の悪さに襲われ、思わず肩をすぼめた。普段なら避けたい場所だが、今日はそうもいかない。

        　奥のソファ席を見ると、目当ての人物がいた。白月の喉がゴクリと鳴った。

        　伊巻の話によれば、加賀井は大概、午前中はここで新聞を読みながらコーヒーを飲んでいるということだったが、その情報がなくとも彼を見つけるのは容易いことだった。

        　日本人離れしたすらりと長い脚を組み、新聞を読んでいる姿は、気品と知性が溢れ出ており自然と人の目を惹く。ただ、怖いほどに整った顔は今も健在で、気軽に声をかけられる雰囲気ではなかった。

        　だが、声をかけなければならない。伊巻に雇われた白月に拒否権はない。

        『よろしいですか？　まずはあの男に久しぶりの再会を装って近づいてください。そして連絡先を交換。最初はこれだけで構いません。いくら貴方のことが好きだとしても、あまり最初からグイグイといくと怪しまれる可能性がありますから』

        　昨日、伊巻から下された任務だ。まずは偶然を装って再会しろということだった。だが、偶然を装うには、あまりに彼の情報を知りすぎている。演技の経験もない自分が果たして自然に声をかけられるだろうか……。

        　不安と緊張で喉が震える。おかげで、レジで呪文のように難しい商品名を何度も噛んでしまい店員に苦笑されたほどだ。

        　カウンターの店員からドリンクを受け取ると、ついに逃げ道はなくなった。白月は震える喉を宥めるようにゆっくりと呼吸を繰り返した。

        　そして加賀井の元へ歩みを進めた。

        「あれ……？　もしかして、加賀井？」

        　まるで安いドラマのような台詞だ。だが、声が裏返らなかっただけでも上出来だろう。

        　白月の声に、加賀井がゆっくりと新聞から顔を上げた。彼の視線が白月の姿を捉える。しかし加賀井は、久しぶりの再会に驚くことも、こちらの顔を思い出せず首を傾げることもなかった。ただじっとこちらを無表情で見据えていた。感情が読み取れない瞳は、まるでもうこちらの猿芝居など全てお見通しであるかのようだった。背中に嫌な汗が滲む。

        　伊巻からの前情報によれば、加賀井は少なからず自分に好意を持っているようだったので、最初の挨拶くらいは何とかなるだろうと高をくくっていたが、思いも寄らず冷たい反応を寄越され内心狼狽えた。

        　長い沈黙は、相手の警戒心を強める可能性がある。白月は慌てて言葉を続けた。

        「あ、ごめん、憶えてないかな？　ほら、市原小学校で同じクラスだった……」

        「白月泉」

        　白月の言葉を遮るようにして、加賀井がぼそりと呟いた。出会った頃は声変わりをしていなかったので、記憶と予想に反して低い声に少し驚く。

        　だが、自分のことをしっかり憶えてくれていたとなると話も進めやすい。心の内でほっと胸を撫で下ろして、何度も頷いた。

        「そうそう！　いやぁ、懐かしいな。十八年ぶりかな。あ、もしよかったら相席してもいい？」

        　加賀井は無言で頷いた。歓迎している風ではなかったが、邪魔に思っている風でもない。その証拠に新聞を折りたたんでソファの脇に置いた。少なからず会話をする意思はあるようだ。

        「見たことある顔だなぁって思って近づいてみたら驚いたよ。まさかこんなところで会うなんて」

        「ああ」

        「加賀井はこの辺に住んでるの？」

        「ああ」

        「今日は仕事休み？」

        「ああ」

        　会話が広がらない。広げようにも「ああ」の一言で断絶されてしまう。コミュニケーション能力が決して高くない白月は、この味気ない一問一答がすぐに底をつくことを予感して焦った。

        「休みか、いいなぁ。俺はここの近くの取引先に来たんだけど、先方に急用が出来て、それで時間潰しにこの店に入ったんだけど、いやぁなんかオシャレすぎてすごく緊張するなぁ」

        　頭を掻きながら、一息に話す。これは伊巻が考えた設定だが、聞かれてもいないのにこんなにペラペラと話してかえって怪しかっただろうか、と話し終えて後悔と不安が胸をよぎった。

        　だが幸いにも、こちらを訝しむ様子はなかった。ただこちらの話に興味もなさそうだった。彼は本当に自分のことを好きなのだろうか、と思わず疑ってしまうほどの無関心さだ。やはり目の前の男が自分のことを好きなど、復讐心で判断力を欠いた伊巻の思い違いなのではないだろうかとさえ思った。

        　しかしそうであった方が、白月としては好都合だった。彼に告白を拒まれても一千五百万は手に入るし、人殺しに加担しなくてすむのだ。そう思うと、緊張で強ばっていた体が少しだけ緩んだ。

        「あ、新聞読むんだ。えらいなぁ。俺はもっぱらネットのニュースばかりだよ」

        　脇に置かれた新聞を見遣る。彼の姿があまりに様になっていたので、てっきり英字新聞でも読んでいるのかと思っていたが、意外にもそれは地元紙だった。紙面には県内で有名な花園の写真が載っていた。

        「……ネットは情報が多すぎて頭が疲れる」

        　渋い顔をして加賀井がぼそりと呟いた。表情はともかく、ようやく会話になりそうな言葉が返ってきてほっとする。

        「確かに。それにガセネタも多いしな。その新聞に何か気になったニュースあった？」

        　加賀井は少し考える間を置いて答えた。

        「……駅前のドラッグストアに大きな犬が迷い込んだらしい。数日後には飼い主が見つかったらしいが、それまで店の前に立って看板犬を務めてくれたそうだ。賢い犬だ」

        　何ともほのぼのした地元紙らしいニュースだ。目の前の無愛想な、しかも殺し屋を生業とする男が、まさかそんな心温まるニュースを選ぶとは思っておらず、白月は思わず小さく笑った。

        「ふふ、いいな。そのニュース。なんかすっごくほっこりする。加賀井は犬好きなの？」

        「犬に限らず、動物は大体好きだ」

        　相変わらず無表情のままだが、目尻が少しだけ柔らかくなったような気がした。白月の頬も自然と緩んだ。

        「動物はいいよな。可愛いから癒やされる」

        「ああ。それに人みたいに複雑じゃない。だから安心する」

        　淡々と加賀井は言った。動物の純粋さに惹かれる人間は少なくないが、殺し屋である彼が言うと、途端、言葉に含まれる憂いの影が濃くなる。白月は気づかない振りをして「ああ、そうだな」と彼の憂いに触れない距離で同調した。

        「……白月もそれに似たところがある」

        　ぽつり、と加賀井が言った。意図せず口から零れてしまったというような薄い声音なのに、こちらに向けられる眼差しは言葉以上に濃密な饒舌さに満ちている、気がした。

        　もの言いたげな眼差しに危うく絡め取られそうになったが、白月は目を逸らしてそれから逃れた。

        「あはは、それって俺が動物並みに単純ってことかよ」

        　頬に笑いのようなものを引っ掛けて何とか不穏な好意の気配をかわす。

        　加賀井が自分のことを好きだという、伊巻からの前情報がなければもっと自然に冗談に出来ただろう言葉の端が、微かに震えた。

        「そういうわけで言ったわけじゃないが、気を悪くしたならすまない」

        「あ、いやいや、全然気にしてないから」

        　真面目に謝られ、白月は慌てて手を横に振った。いっそ自分の尻馬に乗って冗談にして欲しかったが、目の前の無愛想な男にそれを望むのも無理な話だろう。

        　往々にして謝罪のやり取りの後に訪れるのは沈黙だ。それも気まずさを含んだもの。白月は急いで話題を変えた。

        「動物といえばさ、あのうさぎ小屋まだあるかな」

        　加賀井が飼育委員だったので、よくそれに付き合って一緒にうさぎ小屋の掃除やうさぎの世話をしたことを思い出す。彼はうさぎにはあまり触れなかったが、小屋や餌入れなどの掃除は誰よりも丁寧にしていた。彼のそういうところは好きだった。もちろん、人としてだが。

        「どうだろうな。まぁ、あったとしても俺たちが世話をしていたうさぎはみんな死んでるだろうな」

        　思い出に浸っているところに水を差すようにさらりとひどいことを言うが、悪気はないようだ。白月は苦笑した。

        「そうだな、みんな死んでるだろうな。……ハシクロのお墓を作った日のこと、憶えてる？」

        　加賀井は静かに頷いた。

        　ハシクロは耳の端が黒いうさぎで、白月が勝手にその名をつけた。体が他のうさぎよりひとまわり小さかったので、元々体が弱かったのだろう、二人が在校中にハシクロは死んだ。

        　本来ならば、市役所に連絡して引き取ってもらわなければならなかったが、白月はそれが嫌で、こっそりハシクロの遺体を持ち出して学校の裏山に埋葬した。これに黙って付き合ってくれたのが加賀井だった。

        「あの時、加賀井が一緒に手伝ってくれて助かったよ」

        　自分より体格が良かった加賀井のおかげで、深く穴を掘ることが出来た。穴を深くしないと動物に掘り返されるとアドバイスしてくれたのも彼だった。

        「たいしたことはしてない」

        　謙遜ではなく事実として、といった風に淡々と加賀井はコーヒーを口に運びながら答えた。彼は大したことないと言うが、ハシクロの死に、心細くなるほどの悲しみでいっぱいだった白月にとって、悲しんでいるかは分からないが傍にいてくれた加賀井の存在は大きかった。

        　そのことを伝えようとして口を開いた時、白月のスマホが鳴った。

        　心臓がびくりと跳ね上がる。電話の相手は見なくとも分かった。温かな懐古に浸っていた白月の意識を、冷たいコール音が現実へ引き戻す。

        「あ、ちょっとごめん」

        　加賀井に断りを入れて席を立ち、電話に出た。

        「はい。平和商事、白月です」

        「ふふふ、久しぶりの再会はどうでした？」

        　真っ赤な唇が妖しく蠢く姿が脳裏に浮かび上がる。伊巻の声だ。いい頃合いに先方を装って伊巻が電話をかけるという流れだった。

        「ええ、お陰様で滞りなく進んでおります」

        　加賀井に聞かれてもばれないようビジネス口調を崩さず答えた。

        「ならよかったですわ。それじゃあそろそろ引き上げてください。恋愛は相手がもう少し話したいと思うくらいのところで引くのが効果的ですから」

        「はい、承知しました。それでは後ほど……、はい、失礼いたします」

        　電話を切ると、白月は小さく溜め息を吐いてから、加賀井のもとへ戻った。

        「ごめん、先方が会社に戻ったらしいから、そろそろ俺は行くよ。話に付き合ってくれてありがとう」

        　ほとんど口をつけられなかったドリンクを持って、白月はその場を去ろうとした。正直、伊巻と話した直後で彼に対する後ろめたさでいっぱいだった。だから早く立ち去りたかった。

        　しかし、それを阻むように加賀井が白月の腕をガシッと掴んだ。驚いて振り返ると加賀井が「……先」と何やらぼそりと呟いた。

        「え？」

        「……連絡先、教えてくれないか？」

        「あ」

        　加賀井に言われハッとした。今日の目的は、偶然の再会を装って彼と連絡先を交換することだ。もしこのまま交換せずに帰っていたら、また不自然な再会を装わなければならないところだった。白月は内心肝を冷やした。

        「あ、そうだな。交換しよう。せっかく再会できたわけだし、よかったらまたゆっくり食事でもしよう」

        　スマホを取り出しながら、白々しい言葉を連ねる。

        「……俺は仕事がフリーで休みの融通がきく。だから白月の都合のいい日をまた教えてくれ」

        　ニコリともせず無表情で加賀井が言う。しかしだからこそ「また」が社交辞令の類でないことがよく分かった。

        「へぇ、フリーか。……何の仕事？」

        　話の流れ上、訊かないのも不自然な気がして、白々しさが言葉の端々に滲まないよう平静を装って訊いたが、その平静さすら既に白々しい気がした。

        　加賀井は、嘘ひとつ分の間を置いて答えた。

        「ウェブデザインとかライターとかいろいろ……」

        　曖昧な答えだが、少なくとも表情など目に見える部分では、加賀井の方が嘘が上手だった。何も知らなければ誰もがその言葉に疑いを持つことはないだろう。

        「へぇ、なんか今時の仕事でかっこいいな。それじゃあ、また連絡する」

        　連絡先の交換を終えると、白月は軽く手を挙げて、今度こそ立ち去った。

        　店を出てから、白月は足早に駅の方へ向かった。駅が見えるところまで来た頃には、逃げるような全力疾走になっていた。駅前の自動販売機で水を買ってから、近くのベンチにドッと腰を下ろした。少しだけ水を口に含んで、大きく溜め息を漏らす。

        　何とか表面上はヘマをせず上手くやることが出来た、とほっと胸を撫で下ろした。だが、達成感と同じくらい、いやそれ以上の罪悪感が胸に影を落とす。これから加賀井と会えば会うほどこの罪悪感が大きくなると思うと、憂鬱な溜め息が口から零れた。


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　加賀井と食事の約束をしたのは、あの仕組まれた再会から五日後のことだった。もちろん、伊巻の指示である。白月の仕事の後、駅で待ち合わせとなっているが、既に仕事は辞めていたので、時間ギリギリまでアパートで時間を潰し、それからしばらくクローゼットで眠っていたスーツに袖を通して駅に向かった。

        　電車に乗って、窓ガラスに映る自分の顔を見る。仕事はしていないが、前日から緊張で張り詰めていた白月の顔は、仕事後といっても差し支えないほどには疲労が滲んでいた。

        　ただ食事をして帰るだけ、それだけだ。白月は何度も自分にそう言い聞かせて、待ち合わせ場所に近づくほどに心を占める緊張と憂鬱をやり過ごそうとしたが、無駄に終わった。

        　目的の駅に着いた瞬間、喧噪にまぎれて大きく溜め息を吐くと、人混みに押し流されるようにして電車を降りた。

        　改札口を通る前から、加賀井を見つけることが出来た。背の高さとスタイルの良さが、人混みの中でも目立っていたからだ。改札口付近の柱に気だるげにもたれて立っていたが、視線は既に白月の姿を捉えていた。加賀井のような目立つ外見ならともかく、よく自分のような特徴といった特徴もない人間をこの人混みの中見つけられたなと感心しながら、白月は手を軽く挙げた。

        「ごめん、待たせて」

        　と言っても、待ち合わせ時間の十分前だった。一体いつから待っていたのだろう、と思ったが、考えれば考えるほど加賀井の自分へ向けられる好意が輪郭を持ち始めそうなのであえて考えないようにした。

        「いや、そんなに待ってない。用事があって少し早く着いただけだから」

        　加賀井が淡々と答えた。相変わらず感情のない声だった。そのせいで、その言葉が相手への気遣いなのか、ただの事実として言っているのか分からなかった。

        「そっか、用事があったんだ。お疲れ様」

        「それほど疲れる用事じゃない」

        　相槌程度の労りをばっさりと切り捨てられ、白月は苦笑しながら「そっか」と答えるしかなかった。

        　挨拶程度の会話さえこの体たらくだ。これから食事をする間のことを考えると、夜の海を延々と小舟で漕ぐような途方もなさを覚えて目眩がした。

        「そういえば、店の予約ありがとう。店はここから近い？」

        「ああ。歩いて十分はないと思うが、タクシーを拾おうか」

        「いや、いいよ。歩こう」

        　慌てて手を横に振った。徒歩十分もない距離にタクシーを使うのはもったいないという気持ちもあったが、何よりこの会話の弾まない男と密室に閉じ込められることは避けたかった。彼となら、たとえ徒歩三十分の距離だとしても歩く方をとるだろう。

        　駅を出ると、加賀井は居酒屋が建ち並ぶ繁華街とは逆方向へ歩みを進めた。

        「え？　こっち？」

        「ああ」

        　道を間違えているのではないかと思って訊いたが、加賀井の声は真っ直ぐ迷いがなかった。最初は「ああ、そうなんだ」と素直に彼のあとをついて行ったが、自分たちを取り囲む景色が一向に洒落たビル街のままで、とても久しぶりに再会した友人二人が気軽に入れそうな店など見当たらず、やはり道を間違えたのではないかという疑いが再び頭をもたげた。だが、その疑いを口にする気楽な空気も関係も二人の間にはなかった。

        　しばらくして、加賀井が足を止めた。ようやく道の間違えに気づいたのだろうかとほっと胸を撫で下ろしたが、彼はこちらを振り返ると「ここだ」と言った。

        「え？」

        　白月は目を丸くして前方の建物を凝視した。目の前の建物は、いわゆる高級ホテルと言われる類いのもので、デザインも照明も他ビルと比べてきらびやかだった。ホテル前の車寄せには高級車ばかりが行き来している。

        「ここ……？」

        「ああ」

        　まさかという意味を込めて訊くが、加賀井は何とでもないように頷いた。

        「ここ食べるところあるの？」

        「最上階にレストランがある」

        　さぞかし夜景がきれいであろうレストランを想像して、軽く目眩がした。

        「……俺、こんな格好だけどいいのか？」

        　自分のスーツを見ながら言った。てっきり居酒屋だと思っていたので、仕事をしていた頃に着ていた安物のスーツで来たのだが、こんなスーツでは中に入ることはおろか、ホテルの前を歩くのも憚られる。もっとも前もって高級ホテルで食事をすると言われていてもそれに見合った服など持っていないが。

        「気にするな。俺だって普段着だ」

        　加賀井は自分の身なりも安物のスーツと同列のものであるかのように言ったが、彼が身につけているものは、明らかに白月のものとは質が違った。一見ラフな格好にも見えるが、どれも控えめでありながら拭うことの出来ない上品さが漂っている。これを普段着と言ってのける加賀井の感覚が分からない。

        「……実は言うと、俺、持ち合わせがそんなにないんだよな」

        　恥ずかしいが、一番の理由を口にした。一応、伊巻からこの計画に協力している間の生活費は支給されているし、加賀井との関係で掛かったお金については請求すれば返金してくれることになっているが、それでも借金持ちの自分にはあまりに分不相応な気がして気が引けた。

        「気にしなくていい。白月に払わせる気はないし、そもそもここは現金の支払いはない」

        「現金払いがないって……」

        　ゴクリと唾を飲む。気にしなくていい、と言うが、加賀井の言葉にレストランの敷居の高さがもはや壁と言って差し支えないものになった。

        　どうやって断ろうと思案する間もなく「もう予約してるから」と言って加賀井はさっさとホテルに向かった。その背中にこちらの遠慮や戸惑いを投げかけても無意味であることを悟った白月は、小さく溜め息を吐いて加賀井のあとを追った。

        　外観と違わず豪奢な造りのエントランスを抜け、エレベーターで最上階まで昇ると、レストランに到着した。

        「いらっしゃいませ」

        　所作や言葉遣い全てが、少しの隙もなく洗練されたウェイターに窓辺の席まで案内され腰を下ろした。汚れひとつない窓ガラスの向こうには、ビルや車などの小粒の灯りが夜の闇に散らばり瞬いている。口をポカンと開けてその美しい夜景を見下ろす自分と窓ガラスの上で目が合った時、その間抜け面に自分がいかにこの場にそぐわないかを痛感した。

        　ロマンティックな夜景が目当てなのか、客は男女の組み合わせが多かった。彼らが恋人、もしくは夫婦なのかは分からないが、漂う空気に何かしらの甘いものが含まれているのは確かだ。そんな中、美しい夜景に少しも心を動かされる様子のない無表情の男と着古した安物のスーツを纏う貧相な男という組み合わせは、店の品格を損なわせるのではと心配になるほどに異質だった。時々、眉を顰めるような視線を他の客から寄越されるのが何よりの証拠だ。

        　そういった周りの視線や慣れない高級感溢れる空間に、居心地の悪さと緊張で食事前だというのに胃はすっかり重たくなっていた。

        　もちろんそんな状態で会話が弾むはずがない。会話をキャッチボールに例えるなら、白月が放つ言葉は弾力のあるゴムボールなどではなく、錆びだらけの砲丸のようなものだった。苦労して投げても相手まで届かず、すぐに地面に落ち、ゴロゴロと重い音を引きずりながら見当違いの方向へ消えていく、そんな感じだった。

        　唯一の救いは、料理が舌を蕩けさせるほどおいしいことだった。

        「うわぁ。これ、おいしいな」

        　運ばれてくる料理を口に入れる度に、白月は唸った。あまりのおいしに舌だけでなく頭まで蕩けて、口を突くのは稚拙な感想ばかりだ。ありきたりな言葉しか出ない自分の語彙のなさが焦れったいし、情けない。だが、口の中に広がる美味に語彙力を奪われてしまうのだ。仕方ない。

        「そうだな、上手いな」

        　感激する白月に反して、加賀井が返す言葉は形ばかりの共感であり、実に淡々としていた。こういった上質な味に慣れているのか、それとも味覚が麻痺しているのか、彼の表情からは何も読み取れなかった。

        　せっかくおいしいものを挟んで会話をしているのに、共感という一番簡単なコミュニケーションすら成り立たない。伊巻から与えられた今日のミッションのことを思うと、せっかくおいしい料理で胃が満たされたというのに、たちまち溜め息に似た重いものが胃の底に淀む。

        　しかし、やらなければならない。白月はメインディッシュの牛肉のフィレステーキを半分ほど食べ終えたところで、口を開いた。

        「よくこんなオシャレでおいしい店を知ってるな。やっぱり彼女をこういうところに連れてくるのか？」

        　あたかも他愛もない会話のように話を切り出す。目を見て話すと白々しさが伝わってしまいそうだったので、ナイフで肉を切りながら、この質問が特に深い意味を持たない風に装った。

        　肉を切る加賀井の手がぴたりと止まった。つられて白月も思わずナイフの動きを止めた。視線を肉から加賀井の方へ向けると、加賀井も顔を上げこちらを見ていた。伊巻から課せられたミッションのせいで、視線がかち合うことにさえ、胃を締め付けられるような気まずさを覚えてしまう。

        　彼はやはり無表情で、肉を切るナイフを止めた手の方がよっぽど表情らしきものを零していたように感じた。

        「あ、ごめん、もしかしてあんまり恋愛の話を訊かれるのいや？」

        　加賀井の顔からは何を思っているのか、その片鱗すら掴めないので、とりあえず無難に謝っておく。

        　加賀井は首を横に振った。

        「いや、別にいやじゃない。……女をここに連れてきたことはない」

        　じゃあ男は？　という反射的に浮かんだ質問は当然喉の奥に押し込んだ。

        「そうなんだ。連れてきてあげればいいのに。絶対喜ぶよ」

        「連れてくる相手はいない」

        「え！　加賀井、彼女いないのか？」

        　白々しく目を丸くして訊き返す。加賀井は頷いた。

        「ああ、いない」

        「意外だな。絶対いると思った」

        「どうして？」

        「そりゃあそんだけかっこよかったら周りがほっとかないだろ」

        　嘘だらけの会話の中、この言葉は本心だった。

        　加賀井の顔を改めてじっくりと見る。端整な顔立ちは危ういほどの繊細さがあり、どこをとっても精巧な作り物に見えてしまうほどだが、体つきは殺し屋を生業としているためか、線の細さに反して意外にもしっかりと筋肉がついており、肌の色も浅黒い。顔は王子様のように甘いのに、体は男らしいといういかにも女性が好みそうな見た目だ。恋愛において外見が全てというわけではないが、少なくとも彼の無愛想さを補ってなお余りある魅力であることは確かだろう。

        「好きでもない奴に寄りつかれても面倒だ。ほっといてくれた方がいい」

        　眉間に皺を寄せて加賀井が苦々しく呟いた。モテない男からしたら嫌み以外の何ものでもない台詞だが、不思議と嫌みに聞こえなかった。彼の表情から女性に好意を寄せられるのは思いの外面倒なことだということがひしひしと伝わってきたからかもしれない。

        「ははは、モテるのも大変だな。でも好きな人なら寄りつかれてもいいんだ？」

        「それは当然だろ」

        　真顔で即答され、白月は少し戸惑った。今までの会話で何となく加賀井宗親という人間は、人との関わりが面倒で、たとえ好意であろうとも他者から寄せられる感情を鬱陶しく思うタイプだと思っていたので、この返答は意外だった。

        「へぇ、そうなんだ。ちなみに加賀井は好きなタイプはどんな感じ？」

        　心持ち身を乗り出すようにしながら訊いた。いかにも興味があるという風に。本当は触れたくない話題だが、これも伊巻から命じられた今日のミッションだ。訊かないわけにいかない。

        　伊巻曰く「告白する前に、相手に今付き合っている人がいるか、どんなタイプが好きか、この二つを訊くのは恋する人間なら当然のことでしょう？」とのことだった。確かに事前にそういう探りを入れていた方が、告白の信憑性が増すだろう。それは分かっているが、しかしいざ訊こうとすると、加賀井が買った男たちと自分の特徴が合致した時の、あのおぞましく不気味な戦慄が脳裏をよぎり、開きかけた唇を閉じてしまうのだった。

        　決して窓ガラスに映る自分を視界に入れないようにしながら白月は加賀井の答えを待った。どうか自分だと断定できるような特徴を彼が口にしないことを必死に心の中で祈る。

        　少し考える間を置いて加賀井が答えた。

        「好きなタイプっていうのはないな」

        　意外にも一般的で汎用性の高い回答を寄越され、肩すかしを食らった。同時に、変に身構えていた自分に心の中で苦笑しながらほっと胸を撫で下ろす。

        「なるほど、好きになった人がタイプってわけだな」

        　よくあるパターンだ。もちろん好みは人それぞれあるだろうが、年齢を重ねれば重ねるほどそれに固執しなくなる傾向にある。特に三十路を目前に控え結婚も考える付き合いとなれば、好みのタイプなどにこだわっていられなくなる。『好きになった人がタイプ』という言葉は、表面上は寛容なものに聞こえるが、実は年齢と諦観を重ねた故に身についたしたたかな柔軟性にすぎないのではないだろうか、とも思う。

        　だから、少なくとも見目においては女性から掃いて捨てるほどの好意を寄せられそうな目の前の男が、このしたたかな柔軟性を含んだ言葉を選んだのは意外だった。しかも加賀井がその言葉を口にしても、卑屈さも、したたかさも感じられないからまた嫌みだ。

        　加賀井は顎に手を当て少し考える素振りを見せてから口を開いた。

        「……好きになった人がタイプ、というのとは違うな。それだとまるで好きな人が次々に出来ていくみたいじゃないか」

        　加賀井の言葉に白月は戸惑った。彼の声がどこか非難がましい響きを持っていたからなおさらだ。好きな人が次々に出来ていく、というと見境がないような言い方だが、しかし恋が実らなければ新たな恋を見つけるのは至極当然の流れであり、そこに非難されるいわれはない。

        　白月は腕を組んで、唸りながら答えた。

        「うーん、確かに見境がないようだけど、でも実際は好きになった人と付き合えるとは限らないし、時間が経てばまた好きな人が出来る、そういうものだろ」

        「俺は、そうはならなかった」

        　恋愛経験が決して豊富ではない白月の曖昧な返答を、間髪入れず加賀井が遮った。その声は毅然としているのに、なぜか奥底から滲む苦々しい感情を否めない。

        　加賀井はじっとこちらを見詰めていた。いや、睨んでいたと言った方がいいのかもしれない。そう思わせるほど鋭い眼光に、思わず身が竦む。

        「ずっと……ずっと好きなままだ。だから俺の好きなタイプはその人ひとりだけだ」

        　鋭い眼差しを向けられたまま寄越されるその言葉は、表面上は愛の告白の体をなしているが、それにしては随分重く暗い。恨み言を連ねるようかのな陰鬱な気配が言葉の端々に漂っている。この報われない想いの責任を取れ、と暗に言われているような気さえした。

        「……それは、とても一途だな」

        　曖昧に笑って愚鈍を装い、加賀井の求愛とも恨み言ともつかない言葉をかわした。この恐ろしいほどの一途さが、自分に向けられているのかと思うと、胃の底がぐにゃりと捩れた。まるで彼の奢りである食事の消化を本能的に拒むようだった。

        「白月はどんなタイプが好きなんだ？」

        　眼差しから陰鬱な気配を消して加賀井が訊いてきた。会話の流れからすれば普通の流れだが、会話がほぼ成り立たない男から珍しく質問を寄越され少し驚いた。しかし質問自体は想定内のものだ。というより伊巻から答えを考えておけと言われた質問だった。

        　あらかじめ準備していた言葉を舌に乗せるだけなのに、先ほどの加賀井の言葉を思い出すと躊躇うように舌の先が震えた。

        「……俺は、物静かなタイプが好きだな」

        　伊巻曰く、好きなタイプを相手に近いものを挙げ自分の好意をじわりと感じさせろとのことだった。もう少し何かいい言葉があったかもしれないが、加賀井の性格を好意的に表す言葉が「物静か」しか出てこなかった。

        「ふぅん、物静か、か……」

        　苦し紛れに絞り出した白月の言葉を加賀井が静かな声でなぞった。白月のタイプが自分の性格と一致していることに喜ぶどころか、気づいているのかさえ怪しい反応だった。伊巻の思惑には沿えない結果となったが、白月としてはその薄い反応にほっとした。もし、白月が言った好みのタイプが自分と重なると気づいたら、あのおどろおどろしい執着ともいえる一途さを加速させてしまうに違いないと思ったからだ。

        「……意外だな。俺はてっきり賑やかな奴がタイプなのかと思っていた」

        　鼓動が跳ねた。彼の言う通り、自分はあまり話し上手ではないのでどちらかと言えば静かなタイプより、話し上手なタイプの方が好みだ。瑠璃も話し上手だったことを思い出し、苦笑になり損ねた苦いものが胸に滲んだ。

        「確かに賑やかな人もいいけど、でも口数が多い人ってなんか信用できないんだよな」

        「そうか。でも山下と話している時、白月はすごく楽しそうだった」

        「山下？」

        　突然、彼の口から出てきた名前に眉を上げる。山下山下山下……、と頭の中で繰り返しながら記憶をたぐり寄せる。

        「ああ！　山下か！」

        　快活な笑みが特徴的な少年の顔を思い出し、白月は拳を叩いた。

        　山下は、二人のクラスメイトでありクラスの中心人物的な存在だった。しかし彼に威張った感じはなく、誰とでもグループの垣根なく接することが出来るその屈託のない性格こそが、クラスの人気者の由縁だった。山下とは、とあるマイナーな漫画好きという共通点があり、その漫画の最新巻が出るとよく感想を語り合っていたものだ。

        「懐かしいな。確かに山下とはよく話したなぁ」

        「すごく楽しそうだった。俺なんかと話すよりよっぽど……。だから俺は白月はああいう明るくて話の盛り上がるタイプが好きなんだと思ってた」

        　懐古の想いに緩んだ白月の頬が思わず強ばった。加賀井の言葉が、申し訳ないほど事実だったからだ。加賀井との息苦しい会話に比べ、山下とのテンポのいい会話は心地よく、単純に楽しかった。いつも話し掛けてくれないかと心待ちにしていたものだ。

        　明るくて話の盛り上がるタイプ――、それとは絶望的なまでに真逆のタイプの男が、じっとこちらを見詰めている。その目はどこか不安げだったが、だからといって刹那的な哀れみで手を伸ばせばその腕ごと捕らえられ闇の底に引きずり込まれてしまいそうな、そんな不穏な影が潜んでいた。

        「それは友達の話だろ。友達と騒ぐのは楽しいけど、やっぱり恋人とは静かに言葉なくとも通じ合える、そんな関係がいい」

        　言葉を慎重に選んで答えると、彼の眼差しから不穏な影がスッと消えた。「そうか」とだけ答えて、加賀井は食事を再開した。それにならって白月も残りのステーキを口に運ぶ。冷め切った肉は、一口目の感動が嘘だったかのように味気なかった。噛む度に腐りかけた血のような肉汁が口の中に広がった。

        　

        「大丈夫か？」

        　白月の肩を支える加賀井が訊ねてくる。しかし酔いで五感のほとんどが酒漬けにされたかのように各々の機能を果たさないため、彼がどんな表情をしているか分からなかった。視界に入るもの全てが目眩と吐き気の渦の中に飲み込まれてしまう。

        「ご、ごめん……」

        　酔いで重くなった舌を何とか動かす。とても大丈夫といえる状態ではなかったが、大丈夫ではないと正直に言えるほど子供でもないので、とりあえず謝った。

        　混沌とした視界の中で首を横に振る気配が頬をかすめた。

        「いや、謝る必要はない。俺がどんどんワインを勧めたからだ」

        　確かにメインディッシュの後から加賀井のワインを飲む量が増えた。奢ってもらっている身として勧められては断れずそれに付き合ったが、しかし量としてはさほど行き過ぎたものでもなかった。恐らく慣れない高級レストランや食事に対する緊張や加賀井を騙しているという後ろめたさ、そして会話からひしひしと感じる彼の不穏な好意に対する怖気、それらのせいで精神的に疲れていたところにとどめのように酒が入ってきたからこんなにも情けないほどに酔ってしまったのだ。

        　カチャ、と目の前から鍵が開く硬い音がした。自分の家に着いたかと思ったが、よく考えなくとも加賀井が自分の家を知っているわけがないし、そもそもエレベーターから降りてからまだホテルを出てすらいない。

        　顔を上げると、ぼんやりとした視界にドアの形が見える。豪奢な装飾が施されたそのドアを加賀井が開ける。

        　ここはどこなのかと問うとしたが、嘔吐の予兆が舌の先まで迫ってきて白月は慌てて口をおさえた。吐き気を察したのか、加賀井の大きな手が背中を撫でた。

        「大丈夫か？」

        　何とか吐き気を胃の底に沈めて頷いた。

        「このまま帰るのはきついだろうから部屋を取った。ゆっくり休め」

        　彼がそう言い終えると、白月の体はベッドに沈んだ。胃の中のものとは対照的なシーツの清潔な香りに少しだけ吐き気が和らいだ。

        「吐きそうか？　もし吐きそうならトイレまで連れて行くが……」

        　白月はゆるゆると首を横に振った。吐き気は幾分おさまっていたし、さすがにそこまで面倒はかけられない。いざとなれば自分で這ってでもトイレに行こうと思った。

        「そうか。一応ここにゴミ箱を置いておく。もしトイレに行きたかったらいつでも言ってくれ。肩を貸す」

        　白月の前でベッドのスプリングが微かに軋む音がした。どうやらツインの部屋のようだ。

        「水もある。ベッドサイドに置いておくから飲みたい時に飲んでくれ」

        　加賀井の気配が遠のく。それが、単に彼が自分の傍を離れただけなのか、それとも自分の意識が現実から離れていっているのか分からないまま、五感全てが酔いの充満した闇の中に呑み込まれていった。

        　

        　時々、夢かうつつか判然としないことがある。深い眠りの世界に現実の感触が微かにかすめるような、あるいは現実にほんの少しだけ浮上した意識が泥のように重い夢に足を絡め取られ眠りの底へ引きずり込まれていくような、自分の意識の所在がはっきりしない感覚だ。

        　この時もそうだった。

        「……白月」

        　暗闇の中でぼんやりと響いた声は、確かに加賀井のものだった。しかし今まで聞いてきた無表情な声とはまるで違った。饒舌を極めた甘さが声に溢れ返っていて、恋愛映画のラブシーンの最中に自分が誤って落っこちてしまったのではないかと錯覚するほどだった。

        「白月」

        　シーツのさざめきと共に彼の声が近くなる。大きな男の気配が自分の上に覆い被さる。目を開けて、あるいは目の前にあるかもしれない男の体を触ってこれが現実なのか夢なのか確かめたいのに、体が言うことをきかない。耳だけが現実らしき音を勝手に拾うだけだ。

        　しゅるり、とネクタイが外される無駄のない動きが首元をかすめた。シャツのボタンも外され胸元がさらされる。身を強ばらせるべきことなのに、酔いと夢で鈍った頭は、服の締め付けから解放され反射的に体を弛緩させる。体が緩めば、引きずられるように頭も緩む。それが一層夢とうつつの境を曖昧に、あるいは融合させる。

        　じっとりと汗ばんだ手が胸元に触れる。一瞬息が詰まるが、その手が汗で薄らと湿った自分の肌とあまりにすぐに馴染んだので、緊張も違和感もまさぐる彼の手の中に溶けてしまった。胸元や肋骨、脇腹、鳩尾……。湿った足跡を残しながら体の隅々まで撫でていく。その優しさと卑猥さが混ざり合った手つきに、我知らず甘い声が漏れてしまう。寝息と大差ないくらいの微かなものだが、それでも自分に好意を抱く男の欲情を煽るには十分だったようだ。

        「白月、白月白月白月……」

        　加賀井が熱に浮かされたような声で白月の名を延々と連ねながら、首筋や鎖骨にキスを落とし始めた。行為に一層色めいたものが濃くなる。柔らかな唇や、肌に滲む吐息の輪郭はもはや夢の範疇におさまらないほど鮮明になっているのに、意識は現実からどんどん遠のいてぼんやりとなった。

        「……好きだ」

        　一際甘い熱を含んで、目元のほくろにキスを落とされる。加賀井が白月の上から退いたのか、それとも白月の意識が途切れたのか、加賀井の微熱を帯びた気配がスッと消えた。

        　

        　瞼に降り積もる眩さに、ゆっくりと目を開けた。カーテンの隙間から、朝日が差し込んでいる。体をゆっくりと起こす。自分の家とは明らかに違う部屋の様相と、胃の底に淀む不快感に眉を顰めた。

        「おはよう」

        　声の方を向くと、少し離れたソファに加賀井が腰をかけてテレビを見ていた。胸元に汗ばんだ手や柔らかな唇の感触が蘇って、白月はハッとして自分の胸元を見た。しかしネクタイは解かれていなかったし、シャツのボタンもきれいに留まっている。

        「体調は大丈夫か？　まだきつければチェックアウトの時間を延ばしておくけど」

        　加賀井がちらりとこちらに視線を向ける。淡々とした口調だが、ちゃんと気遣っているのが分かる声だった。よく見るとテレビは無音で、画面下に字幕がついている。恐らく自分を起こさないための配慮だろう。

        　白月は恥ずかしくなって思わず俯いた。こんなにも自分を気遣ってくれているのに、自分はなんて自意識過剰な夢を見てしまったのだろう、と羞恥と自己嫌悪が胸の中に苦く広がった。

        「だ、大丈夫。ごめん、いろいろ迷惑かけて。その上部屋まで取ってくれて……」

        　謝りながら部屋の内装を見る。普通のホテルとは広さも装飾も設備も何もかもに雲泥の差があった。そのことに一層申し訳なさが募った。

        「この部屋、高いだろ？　ごめん、今度ちゃんと払うから……」

        「別にいい。気にするな。俺が飲ませすぎたのが悪かったんだし」

        「でも……」

        「それより朝食はどうする？　ルームサービスで持って来てもらえるけど」

        　食い下がる白月を遮るようにして、加賀井がこちらに革製のメニュー本を軽く投げて寄越した。昨夜より体調はだいぶマシだが、まだ食事を受け入れられる気がしない。何よりこれ以上、自分のためにお金をかけさせるのは申し訳ない。

        「まだ胃が重いから朝食はいいや。ありがとう」

        　白月はそっとメニュー本をベッドサイドに置いた。

        「そうか。じゃあ俺はレストランで何か食べてくるから、白月はゆっくりしていてくれ。シャワーもあるから使うといい」

        　そう言うと、加賀井は立ち上がりそのまま部屋を後にした。一人きりになったことで少しだけほっとする。もう一眠りしようと横になったが、体のべたつきが気になって眠れない。面倒だったが仕方なく起き上がり浴室へ向かった。

        　服を脱ぎシャワーを浴びる。浴室が広い上に壁には大きな鏡が取り付けられていて何となく落ち着かない。シャワーを止め、鏡に映る自分を見る。首筋や鎖骨などを念入りに確認するが、水が滴る体に特段変わったところはない。やはりあれは加賀井の好意を過敏に恐れる気持ちが見せた夢なのだろう。自分のことながら、自意識過剰っぷりに失笑とも溜め息ともつかない乾いた吐息が漏れた。

        　肌のべたつきを軽くシャワーで洗い流し、白月は洗面台の前で髪を乾かした。シャワーを浴びてだいぶすっきりしたが、ドライヤーの唸る音を聞きながら鏡に映る顔色の悪い自分を見ていると、不意に目眩がしてふらりとよろけた。倒れることはなかったが、そのはずみで足元のゴミ箱を蹴ってしまい、ゴミが床に散乱した。ゴミの量は多くはないものの、磨き上げられた床を汚してはいけないと慌てて拾い集めた。大半はティッシュだったが、その中にあるものの姿を認め白月は手を止めた。いや、固まったと言った方が正しいのかもしれない。現に、動かそうとしても手は固まったまま空で止まって動かない。

        　ゴクリと唾を飲み込んだ。強ばった白月の視線の先には、薄いピンク色のコンドームがぐったりと横たわっている。しかも使用済みのもので、中に精液が残っていた。端がぎゅっと結ばれているので臭いこそしないものの、それでも反射的に吐き気を覚える。

        　自分のものではないとなれば、誰のものかは明白だ。ホテル側の不備で前の客のゴミが回収できていなかった、という可能性がないわけではないが、加賀井のものとみてまず間違いないだろう。

        　胸元や首筋に、夢だと思っていた感触が戦慄を伴って蘇る。不意打ちをくらったように鼓動と呼吸が乱れる。

        　――あれは夢ではなかったのか？

        　しかしたとえ夢だったとしても、どんな悪夢より最悪な目の前のものは、確実に現実だ。

        　カチャ、と浴室のドアを隔てた向こうでロックが解除される音がした。加賀井が戻ってきたのだ。慌てて落ちているコンドームをゴミ箱に捨てようとしたが、あまりのおぞましさに手がそれを拒む。

        　コンコン、とノックが浴室内に響いて、心臓が跳び上がった。

        「白月？　大丈夫か」

        　ドア越しに加賀井が訊ねる。目の前には精液入りのコンドーム、背後には加賀井。挟み討ちにあった気分になる。

        「あ、ああ、大丈夫。シャワーを浴びたらだいぶすっきりした」

        　震える舌を何とか動かして返事をする。

        「それならよかった。チェックアウトの時間、一応延ばそうか」

        「い、いや、いい。もう十分休ませてもらったし、あとは自分の家でゆっくりさせてもらうよ」

        　白月は慌てて首を横に振った。本当は目の前のコンドームのせいで吐き気がぶり返していたが、それよりも早くここから、加賀井の前から逃げ出したい気持ちの方が強かった。

        「そうか、わかった」

        　白月の答えを聞くと、加賀井の気配がドアから遠のいた。白月はそっと息を吐いた。そして大きく深呼吸すると、床に転がるコンドームをタオルで掴んでゴミ箱に投げ捨てた。タオル越しでもコンドームや精液の感触が伝わってきたような気がして、一層胃の底がざわついた。

        　今、部屋に戻っても加賀井と普通に話せる気がしなかった。時間を潰すためと、手にこびりついた嫌な感触を洗い流すため、白月は再びシャワーを浴びることにした。

        　シャワーの音が加賀井の気配を遮断してくれているのに、頭の中は加賀井のことでいっぱいだった。


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　今日、加賀井に告白する。

        　加賀井との待ち合わせ場所に向かう間、心の中で何度も呟いた。まるで女子高生が内に秘める甘い決意めいた言葉だが、残念ながらこれは伊巻から下された決定事項で、そこに甘さは微塵もない。

        　加賀井と会うのはこれで四回目だ。知り合いに映画のチケットを貰った、というベタな口実で白月から誘った。無論、映画のチケットは伊巻から今日の任務と共に渡されたものだ。

        　白月の心は複雑だった。もちろん心を占めるのは告白という不慣れな行為に対する緊張が大半だが、この告白で全てが終わるかもしれないという期待も微かにあった。

        　伊巻との契約では、たとえ今日の告白で振られたとしても一千五百万円は貰えることになっている。そうなれば、自分の借金返済に多少の目処はつくし、今後加賀井を殺すことに間接的ではあれ関わることもなくなるのだ。

        　しかしそんな淡い期待を一蹴するように、先日のホテルでの記憶が戦慄と共に蘇る。白月はその度に頭を振って、ひたすら自分が加賀井に振られるイメージを頭の中で何度も何度も繰り返し想像した。

        　

        「白月はあんまり恋愛映画好きじゃないのか？」

        　映画を観た後、遅い夕食として寄った映画館横のレストランで、加賀井が珍しく話を振ってきた。普段なら話題に困っているのでありがたいことだが、嘘の告白を目前としている白月にとって、今は恋愛に関する話は避けたかった。

        「そうだな、あんまり好きじゃない」

        　そう言って、オムライスを口に運んだ。デミグラスソースとケチャップライス、どちらも味が濃すぎて舌が重くなる。

        「やっぱり。映画の間、ずっと退屈そうだったもんな」

        　加賀井が微かに笑った。まさか見られているとは思わず驚く。それと同時に、映画の間見られていたことに何となく気味の悪さを感じた。

        　それを誤魔化すように白月は笑って頭を掻いた。

        「ははは、見られてたか。誘っといてなんだけど、個人的にはアクションとかＳＦとかの方が好きなんだよな」

        「どうして？」

        　珍しく質問を重ねられ、白月は戸惑った。加賀井の目が単なる会話にしては真剣味を帯びていたからだ。何かを探ろうとする気配すら感じる。

        　白月は落ち着けと自分に言い聞かせながら答えた。

        「そうだなぁ、アクションとかＳＦ映画の方が主人公たちに感情移入できるからかな」

        「なるほどな。でも恋愛映画の方が身近で感情移入できそうじゃないか？」

        「身近だからこそだよ」

        　さらっと受け流して早くこの話題を切り上げようと思っていたのに、気づけば声に力が入ってしまった。しまった、と思ったが、一度出した言葉は口に戻らない。仕方なく、白月は平静を装って話を続けた。

        「身近なはずなのに、自分には当てはまらないことだらけで違和感を覚えるんだ」

        　その違和感が自分の欠陥にすら思えて、胸の中に苦い気持ちが広がる。

        　加賀井からは相槌も共感もなかった。だが、少し間を置いて再び加賀井が口を開いた。

        「白月は好きな人とかいないのか？」

        　いない、と正直に答えそうになって、慌てて「……いる」と答えた。詳しく訊かれると面倒なので、畳みかけるようにして続けた。

        「でも、映画のように愛し愛されるっていうのは経験ないな。だから共感が出来ない」

        　瑠璃とは、映画のようにとまではいかなくとも愛し愛されている関係だと思っていた。しかし実際は単なる金目当ての偽りの愛だったし、自分だって彼女のことを本当に好きだったのか今になっては分からない。自分のことなんかを好きだという希有な存在に浮かれていただけなのかもしれない。だから騙されてしまったのだろう、と心の中で失笑する。

        「まぁ、共感できないっていうか、ひがんでいるのかもしれないな」

        　おどけて言ってみたのに、加賀井はくすりとも笑わず真顔でじっとこちらを見ていた。冗談が滑った上に、哀れまれているようで居たたまれない気持ちになる。

        　オムライスにかかっているデミグラスソースをスプーンで落としながら気まずい沈黙をやり過ごしていると、加賀井がぼそりと呟いた。

        「俺もそういう愛し愛されっていうのはよく分からない」

        　白月は少し驚いた。その声がいつもと違って、迷いや曖昧さを少なからず含んでいたからだ。視線を上げると、加賀井と目が合った。相変わらずの無表情だが、目元には微かに感情らしきものが漂っているように見えた。

        「そういう幸せそうな恋愛には縁がなかったからな。だから白月の言っていることも、何となく、分かる」

        　いつも自分の考えや事実を冷静すぎるほどに簡潔に話す加賀井には珍しく、辿々しさが窺える口調だった。そこで初めて、加賀井が自分に共感しようとしていることに気づいた。本当に共感しているかは分からないが、彼なりに白月の意見に寄せようとしてくれているのだ。何となく白月が暗い気持ちになっていることを察したのかもしれない。

        　そんな加賀井の辿々しい共感に、胸が少し温かくなる。いつも会話を途絶させてしまう加賀井が、不器用ながら自分のために優しい言葉を紡ごうとしていることが単純に嬉しかった。

        「……ありがとう。分かってもらえてよかった」

        「そうか。ならよかった」

        　安堵の溜め息を含んだような声でそう言うと、加賀井はお冷やを口に運んだ。

        　その後は特に何も話さなかったが、不思議と気まずさを感じなかった。二人の間に落ちる沈黙が、こんなにも息苦しくないのは初めてのことだった。

        　

        　レストランを出て、駅に向かう。まだ冬の冷たさが微かに残った春の夜風が頬を撫でた。

        　マイナーな映画ばかりを取り扱っている小さな映画館のため、駅から少し離れている上、夜遅いということもあり人通りが少ない。店はほとんど閉まっていて、少し離れた大通りから車の音が風に乗ってくるくらいで、白月たちが歩く道はほぼ静寂だった。

        　普段なら会話の糸口になるものがないこの状況に困ってしまっていただろうが、今日は違った。

        　告白をするなら今しかない。なのに、好き、というたった二文字を伝えることを考えるだけで、心臓が激しく鼓動を打った。

        　しかしこの機会を逃してしまえば、人の多い駅で告白をするか、告白せず伊巻に黒い笑みで責め立てられるかのどちらかになってしまう。どちらも避けたい事態だ。

        　白月は汗で湿った拳をぎゅっと握りしめ、歩みを止めた。

        「……どうした？」

        　加賀井が振り返った。鼓動がさらに速くなる。

        「あのさ……」

        　唾を飲み込み渇いた喉を湿らせる。

        「すっごく迷惑かもしれないけどさ、実は俺、加賀井のことがずっと好きだったんだ」

        　下を向いて早口で言った。大通りを大型のトラックが通ったようで、重く唸るような音が二人の間を横切った。

        「……え」

        　加賀井の口から零れた声が、トラックの音で聞こえなかったからなのか、困惑によるためなのかは分からなかったが、早くこの場から逃げ出したい一心で畳みかけるように続けた。

        「急に男の俺にこんなこと言われても困るかもしれないけど、もし嫌じゃなかったら付き合って欲しい」

        　交際を申し込みながら、どうか断ってくれと祈る。こんなにも不誠実極まりない告白なんてきっと他にないだろう。どうか断ってくれと祈るこの気持ちこそ自分の中に残された唯一の誠実さなのだから。きっと女を金づるとしか見ていないホストの愛の囁きの方がまだだいぶマシかもしれない。

        　突然の告白にいつも無表情の加賀井もさすがに目を見開いて固まっていた。当然の反応だ。そのことに内心ほっとした。

        　この驚き様は少なくとも同じ男に告白されるなんて想像すらしていないからではないのか。となると、彼が同性愛者で自分に好意を寄せているという伊巻の見立ては外れていることになる。そうであれば、自分は彼女の復讐劇に無用だ。千五百万円を手に入れてこの気まずさと罪悪感から解放されるのだ。

        　しかしいくら、ごめん、の一言を待っても、加賀井の唇が動く気配はない。告白をするのと同じくらい、告白を断るというのも言い淀むものなのかもしれない。

        　白月は助け舟を出すようにして口を開いた。

        「ごめん、急に困るよな。本当に気にしなくていいから。返事も無理にしなくていい。ただ気持ちを伝えたかっただけだし。……じゃあ俺タクシー拾って帰るわ」

        　これで加賀井がただ見送るだけなら自分は振られたということになる。相手も言葉を選ぶよりずっと楽だろう。断りを言葉にしないでいい道を作って、白月は立ち去ろうとした。

        　しかし、白月が背中を向けると、ガッと強く腕を掴まれた。振り返ると、加賀井がじっとこちらを見詰めていた。白月の腕を掴む手が微かに震えている。

        「……俺が好きって本当か？」

        　そう問われて、鼓動が動揺の音を零す。もちろん、加賀井は白月が金のために告白しているだなんて知らないだろう。決して白月を疑っているわけではない。それでも心臓を握り潰されるような後ろめたさにすぐに嘘をつけない。彼の瞳があまりに真剣に、そして純粋に肯定を求めていたからだ。

        　罪悪感に抗いながら何とかこくりと頷く。すると、加賀井は握った腕を引き寄せそのまま白月を抱きしめた。一瞬、このまま殺されるのではないかと思うほどの強さで、思わず身が竦んだ。

        「……嘘みたいだ」

        　ぼそりと加賀井が呟いた。表情は見えないが、その声が今までに聞いたことがない幸せに満ちた柔らかい声だったので、自分を抱きしめるこの男が本当にあの加賀井なのか分からなくなった。

        「俺も……俺もずっと白月のことが好きだった」

        　甘い告白に、白月の心は絶望に落とされた。

        　もう逃げられない。彼の好意がはっきりした今、もう自分は否が応でも伊巻の復讐劇に最後まで付き合わなければならなくなったのだ。

        「嬉しい。本当に嬉しい……」

        　ぎゅっと抱きしめる腕に力が込められる。不意に、加賀井の体温にあてられるように密着した部分から、あの日ホテルで彼に触れられた感触がじわりと息を吹き返した。それを皮切りに、自分の名前を呼ぶ甘い声や、精液入りのコンドームの感触が、蓋が外れてしまったかのように頭の中に溢れた。体が震えそうになるのを、背中に手を回し抱き返すことで誤魔化すと、加賀井が笑って、頭上に柔らかな吐息がかすめた。

        「夢みたいだ……」

        　うっとりと夢見心地の声で加賀井が呟いた。夢であればどれだけいいことか……。白月は心の中で暗い溜め息を吐いた。

        


        　

        　＊＊＊＊

        　

        「ふふふ、嘘とも知らず浮かれて、何とも間抜けなことですわね」

        　片耳につけたイヤホンの音声を聴きながら、伊巻が意地悪く口の端を歪ませる。彼女の命で、毎回加賀井と会う時は小さなボイスレコーダーに彼との会話を一部始終録音しているのだ。これは白月が彼女を裏切っていないか確認するためらしい。

        「まずは第一関門突破ですわね」

        　伊巻は上機嫌でイヤホンを耳から抜いて、テーブルの上のレアチーズケーキを口に運んだ。真っ白なケーキの上には血のように赤い苺ソースがかかっている。

        　その他にも、チョコレートケーキやティラミス、ミニパフェなどのデザートがずらりと並んでいる。ファミレスをすっかり気に入ったらしく、彼女と会う時はもっぱらファミレスで、こうして一ページ丸ごと注文をするのだ。

        　こうした豪快な真似が出来る彼女が一体何者なのか、以前それとなく訊いてみたが「借金取りを黙らせる程度の力と金はあるだけの者ですわ」と適当にはぐらかされてしまった。しかし事実、彼女と契約してからあんなにも執拗だった取り立てが嘘のように彼らは白月の前に姿を現さなくなった。

        　有り難いことではあるが、逆にもし彼女を裏切ったり契約を反故したりした時に、その力が自分に及ぶことを考えるとゾッとする。

        「はぁ……」

        「なんですの？　浮かない顔して」

        　伊巻が唇を尖らせた。とても借金取りを黙らせる力を持つ人間には見えない可愛らしい仕草がかえって恐ろしい。

        「いえ、実は昨日加賀井からメールがありまして……」

        「見せてくださいませ」

        　まるで恋愛話をする女子高生のように目を輝かせて伊巻が手を差し出す。もちろん拒否権はない。白月は仕方なくスマホを取り出しメール画面を開いた。

        　そこには、今度家に来ないかという誘いの文面があった。

        「ふふふ、早速お家デートですの？　がっついてますわねぇ」

        「……やっぱりそういう意味ですよね」

        　白月は重い溜め息を吐いた。三千万の報酬だ。恋人の振りをするということに肉体関係が含まれないはずがない。分かっていても、生理的拒否感は否めない。

        「まぁ、いいじゃないですか。借金取りに臓器を売り飛ばされるよりマシでしょう？　それにあの男、かなり上手いらしいですわよ」

        　ふふ、と少女のように悪戯っぽく笑うが、内容は可愛らしさの欠片もない。

        「何の慰めにもなりませんよ。……ちなみに加賀井は抱く側ですか、抱かれる側ですか」

        「ふふ、まさか貴方、あの殺し屋を抱く気でいますの？　面白い冗談ですわね」

        　伊巻の答えに一層胸が重くなった。曲がりなりにも白月も男だ。女のように抱かれるのは抵抗がある。

        「そんなに嫌そうな顔しないでくださいませ。いいじゃありませんか。身を任せればいいんだから抱くより楽ですわよ」

        　確かに加賀井を抱けと言われても、女性との経験さえ少ない自分に男を抱ける自信はない。しかしやはり抱かれることが楽だとは思えなかった。むしろ身体的にも精神的にも苦痛なのは断然抱かれる方ではないだろうか。

        　白月は頭を抱えてテーブルに突っ伏した。

        「俺は一体どうしたら……」

        「大丈夫ですわ。男なんて単純ですから、適当なタイミングで気持ちいいとか好きだとか言いながら、首に手を回してぎゅっとすればいいんですわよ」

        　チョコレートパフェのクリームをスプーンでいじりながら伊巻が大雑把なアドバイスを寄越す。まさか美女に男を落とす手管を教わる日が来るとは夢にも思ってはいなかった白月は、何とも言えない気持ちになった。

        「まぁ、あの男は貴方にベタ惚れですからどんなにマグロだろうと下手だろうと、貴方が裸で隣にいればそれで幸せのはずです」

        　伊巻は肘をついて、組んだ手に顎を乗せた。

        「奴にたっぷり幸せを与えてやってくださいね。幸せになればなるほど死ぬ瞬間の絶望が大きくなりますわ。餌をたっぷり与えられて肥えた養豚場の豚のように、ね」

        　にっこりと真っ赤な唇をしなわせる。その狂気に満ちた美しい笑みに、白月は背中を粟立たせながらただ頷くことしか出来なかった。

        


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　嫌な日ほど近づくのが早い。逃げ腰の自分をグイと引き寄せるような勢いで、加賀井の家におじゃまする日がついにやってきてしまった。

        　最寄りの駅に着くと、既に改札口に加賀井の姿があった。相変わらず表情がないが、人混みをきょろきょろと見回したり、組んだ腕を人差し指の先で引っ掻いたりと、いつもと違ってどことなく落ち着きがない印象を受けた。

        「加賀井」

        　名前を呼んで手を振ると、加賀井はほっとしたように目尻を少しだけ和らげた。

        「わざわざ迎えに来てもらって悪いな。昼食べた？　まだならどっかで食べる？」

        「いや、準備してるからいい」

        「え！　加賀井が作ったの？」

        　一人暮らしの男だから料理くらい出来るだろうが、殺し屋の彼が台所に立つ姿など想像できなかったので少し驚いた。

        「いや、デリバリー。知り合いにおいしいところ教えてもらったからたぶん上手いと思う」

        「そんな気を遣わなくていいのに」

        「別に気遣いじゃない。……早く白月と二人きりになりたいだけだから」

        　ぼそりと加賀井が呟いた。『二人きり』という甘い響きを含んだ言葉に白月は体を強ばらせた。普通の恋人たちであれば二人だけの甘い空間の意味を持つが、白月にはどうしても脱走不可能な檻を意味しているようにしか思えなかった。

        「それじゃあ行こうか」

        　不意に手を繋がれ、ぎょっとする。

        「か、加賀井……」

        「ん？」

        　加賀井が首を傾げる。その顔は、白月の戸惑いを全く察する気配がない。仕方なく言葉で説明する。

        「あ、あの、手を繋ぐのはちょっと……。人もいっぱいいるし……」

        　控えめに手を放して欲しいことを伝えるが「付き合ってるんだから気にすることないだろ」とあっさりと一蹴され、手を繋いだまま歩き出されてしまった。

        　すれ違う人たちの視線が、繋がれた手と白月たちの顔に向けられる。驚きや嘲笑、不躾な好奇心を含んだ声が耳を撫でて遠ざかっていく。加賀井は平然としていたが、白月は居た堪れない気持ちで俯いた。

        「ケーキでも買って行くか？」

        「飲みたいものある？」

        　道中、目新しい店の前を通る度に加賀井が訊いてくる。無表情だが、何となく浮き足立っているのが分かる。たぶん自分も瑠璃を初めて家に招く時こうだったのだろう。淡い下心とそれを糊塗するような気遣いが言動の端々に滲んでいる。

        　瑠璃はあの時、どんな気持ちだったのだろう。今の自分のように、相手の純粋な気持ちを騙すことに罪悪感や躊躇い、そして少しの哀れみを覚えていたのだろうか。それとも、浮かれている相手の愚かさを心の中で笑っていたのだろうか……。

        「白月？」

        　暗い考えに耽っていると、加賀井が顔を覗き込んできた。急に意識が現実に戻ったことと、加賀井の顔が近いことに驚いて思わず少し後ずさってしまった。

        「大丈夫か？」

        「あ、うん、大丈夫。ごめん、少し考えごとしてた」

        「何か心配事でもあるのか？」

        　気遣わしげに加賀井が訊ねる。まさか加賀井に今日抱かれるのではないかと心配しているなどと言えるわけもなく「いや、大したことじゃない。ちょっと昔のことを思い出しただけ」と曖昧に笑って誤魔化した。もちろんそんな曖昧な答えで納得しているようではなかったが、深くは踏み入ってこなかった。

        「ここが俺の家」

        　加賀井が足を止めてそう言った。目の前には高層マンションが建っている。この間の高級ホテルからして、何となく住んでいる家も庶民的なものではないことは予想していたが、それでも驚くくらい、目の前のマンションは大きく豪勢だった。

        「……なんか若手ＩＴ起業家とかが住んでそうだな」

        　マンションを見上げながら白月が呟いた。圧倒的な格差にもはや嫉妬の念すら起こらない。

        「そういう奴も住んでるのかもしれないが、よく分からない。近所付き合いはほとんどないからな」

        　加賀井は淡々と答えると、白月に心の準備をさせる暇も与えず手を引いてマンションの中へと入って行った。

        　

        「適当に座ってくれ」

        　白月をリビングに通すと、加賀井はそう言い置いてダイニングキッチンに向かった。座ってくれと言われた白月だが、部屋の広さや、繊細なセンスと品質を兼ね備えた調度品に圧倒されて、口をポカンと開け突っ立ったままだった。

        　部屋には生活の淀みというものが一切なかった。どこを切り取っても雑誌の写真に使えそうなほど洗練されて美しかった。しかしここに住みたいとは少しも思わなかった。清潔を通り越して、息苦しいほどの潔癖さが張り詰めているように感じたからかもしれない。大きな窓からは昼下がりの陽光が差し込んでいるのに、まるで温かいと思えない。この部屋で何かを落としたら、部屋中のものが眉を顰めて、ひどく冷たく響きそうな気がした。

        「今から料理を盛り付けるからこれを飲んで待っていてくれ。勝手に紅茶にしたが苦手だったら代えるから」

        　加賀井は客をもてなすにしては事務的な口調でそう言うと、ダイニングテーブルにティーカップを置いてすぐにキッチンに戻った。突っ立って不躾なほど辺りを見回していた白月は、加賀井の言葉に慌てて腰を下ろした。何となく背筋を伸ばして紅茶を口に運ぶ。上品な香りを含んだ湯気が仄かに鼻先を湿らせた。

        　――……落ち着かない。

        　きっといい茶葉を使っているのだろうに、その香りは全く心を安らかにしてくれなかった。むしろ親しみのない上質な香りに緊張が高まるばかりだ。

        　ちらりとキッチンにいる加賀井を盗み見る。家主だから当然ではあるが、この品の良すぎる空間に違和感なく馴染んでいる。食器に料理を盛り付ける手つきは淀みなく、手際がいい。

        　白月は心の中で小さく溜め息を吐いた。時間は日の動き通りに進んで、料理の盛り付けだけ延々と繰り返されればいいのにと思った。料理が永遠に運ばれてこなければ、男に抱かれることへの不安や恐怖など感じることはないのに。男である自分がまるで初めて男の家に招かれた処女のような気持ちを抱いていることが、恥ずかしかったし惨めだった。

        「待たせてすまない」

        　加賀井が皿を持ってテーブルにやってきた。コトン、と軽やかな音を鳴らして皿が並べられる。皿には色鮮やかなサラダや赤みの強いローストビーフなどが盛り付けられていた。こんな状況下でなければ食欲を誘っていたに違いない。

        「食べようか」

        　白月の前に座って加賀井が言った。

        「うん、そうだな。ありがとう。いただきます」

        　白月は手を合わせ、とりあえず目の前の食事に手をつけた。どれもデリバリーとは思えない丁寧な味付けだった。

        「……上手いか？」

        　訊ねられ顔を上げると、加賀井は食事に手をつけず頬杖をついて、じっとこちらを見詰めていた。無表情なのに視線にはほのかに甘さが含まれている気がした。

        「あ、うん、上手い」

        「そうか、よかった」

        　どぎまぎしてオウム返しになってしまったのに、加賀井は嬉しそうに目を細めた。

        　カチャカチャと食器とナイフやフォークがぶつかる音が沈黙をさらに際立たせた。まるで通夜のようだと思ったが、通夜の方がおしゃべりな親戚がいる分、まだ賑やかだろう。話すことを禁じられたように黙々と食べることだけに口を動かす。

        　何か話題がないものか探してみるが、清潔すぎる部屋にも、二人の間柄にも、何も会話の糸口になり得るものはなかった。休みの日は何をしているか、などという当たり障りのない質問はもう既に尽きていたし、そもそもそういう会話が仮初めとはいえ恋人に対してふさわしいとは思えない。

        　恋人らしい会話を参考にしようと、瑠璃と過ごした日々に記憶を巡らせるが思い出せない。それは、今では苦い思い出となってしまった彼女との記憶を、心が拒絶しているからではない。彼女との会話は、自然と口から零れる他愛のないものばかりで、記憶に留めておく必要がないものばかりだったからだ。彼女との空間はこんな息苦しい沈黙とは無縁だった。女性の前であんなにも自然体でいれたのは初めてのことだった。

        　穏やかな記憶の感触が胸を撫でる度に、苦い感情がじわりと滲む。それを誤魔化すようにして、白月は口を開いた。

        「部屋きれいだな。掃除好きなのか？」

        　塵ひとつなさそうな部屋を見渡しながら訊ねた。訊いてはみたものの、掃除という生活感溢れる行為を目の前の男がしている姿をどうしても思い浮かばせることが出来ない。

        「好きというわけじゃないが、片付いてないと落ち着かない」

        「へぇ、すごいな。俺も片付けよう片付けようとは思うんだけど、なかなか重い腰が上がらないんだよな」

        　使った食器をそのまま数日放置ということはさすがにないが、それでも読んだ本をそのまま床に置いたままにしていたり、掃除機をかけようと思っても体を動かすのが億劫で先延ばしにしたりということは頻繁にある。

        「ふぅん、白月はあまり片付けが得意じゃないんだな。部屋はどんな感じ？」

        「どんな感じって、普通だよ、普通。加賀井の家みたいに全然オシャレじゃない。ところで今日はデリバリーだけど普段は料理するのか？」

        　加賀井が自分の部屋に興味を示したので慌てて話題を変える。「白月の家に行きたい」などと言い出されることは避けたかった。

        「いや、面倒だから外で食べるか、こうやってデリバリーを頼むか、もしくはコンビニですます」

        「へぇ、すごいな。金が掛かるだろう」

        「白月は作るのか」

        「そりゃあ加賀井みたいにいつも外食ってわけにはいかないから。破産してしまう」

        　ある意味既に破産寸前ではあるが、と内心で失笑する。

        「作るのは何が得意なんだ？」

        「うーん、そうだなぁ、得意ってほどじゃないけど、オムライスはおいしいってよく褒められたな」

        　昔からオムライスが好きで、店のもののようにとろとろのオムライスを作りたくてネットで調べ練習に練習を重ねた。その甲斐もあり、家族や数少ない友人には好評だった。瑠璃も白月のオムライスをとても気に入っていて、オムライスを口に含む度に顔を緩ませていた。たとえ自分への愛が偽りだったとしても、せめてあの笑みだけは本当であって欲しかった。

        「……褒められたって、誰に？」

        　不意に暗く冷たい声が寄越される。自分の作ったオムライスに口元を緩ませる瑠璃の笑みが頭の中から一瞬にして霧散した。

        　加賀井がじっとこちらを見詰めていた。あからさまに責めているわけではないが、向けられる視線は非難がましく陰鬱だ。ヤキモチの範疇におさめるにはあまりに重く暗い。

        　心臓まで迫ってくるような視線に、ゴクリと唾を飲む。目の前の男が殺し屋ということもあってか、自分の言葉次第で誰かの血が流れる、そんな緊張が喉から舌の先まで張り詰めた。

        　静かに深呼吸して速まる鼓動を撫でながら白月は答えた。　

        「親と友達だよ。そのくらいしか人に褒めてもらったことがない」

        　努めて軽く、おどけた風にそう答えると、加賀井の視線から陰鬱な鋭さが幾分引いた。

        「そうか。それならよかった。ちなみに友達はよく白月の家に来るのか」

        　ちなみに、というついでの言葉に反して、声は心の内を探るように迫ってくる。白月は冷静を装って答えた。

        「今はほとんど来ることはないな。結婚している奴が多いから、休みの日も子供の面倒や奥さんのフォローで大変みたいだ」

        「ふぅん……」

        　白月の答えにとりあえずは満足したようで、加賀井はそれ以上追及する気配を見せなかった。白月はほっと息を吐いた。

        　しかしまた加賀井がじっとこちらを見詰めてきた。ただ先ほどのような鋭さはなく、子供が何か言いたげに親を見上げる時の視線にも似ている。

        「えっと、どうした？」

        　先ほどのおどろおどろしい視線との差に戸惑いつつ訊くと、加賀井は少しだけ視線を逸らしてぼそりと言った。

        「……今度、俺にもオムライスを作ってくれ」

        「え？」

        　白月は思わず目を瞬かせた。言っていること自体は何も驚くことはないが、加賀井の声がまるで勇気を振り絞って告白をした女子学生のような初々しさを含んでいたので、少し面食らった。

        「えっと、別にいいけど、そんなに特別おいしいわけじゃないぞ？」

        　白月は念押しした。正直、おいしいものを食べ慣れている加賀井の舌を満足させられる自信はない。しかし、加賀井は力強く「白月が作ったものなら何でもおいしいに決まっている」と断言した。

        「そ、そんなことないと思うけど……。結構失敗もするし。この間も卵焼きを焦がしたし」

        　妙な断言に怯みながらも、これ以上彼の期待が高まらないよう控えめに料理の腕のほどを伝える。だが、加賀井はまだ食べたことのない白月の料理に対する全面的肯定の姿勢を崩さなかった。

        「いや、白月が作ったなら焦げていてもおいしい。白月の手料理ならふりかけごはんだっていい」

        「ふりかけ！」

        　思わず白月は吹き出した。腹を抱えて笑う白月に、加賀井は目を丸くしている。なぜ白月が笑っているのかまるで分かっていない顔に、笑いが一層止まらない。

        「ふりかけって、それ手料理じゃないじゃん」

        　笑いが落ち着いてから、白月は加賀井に突っ込んだ。

        「白月が手をかけてくれればそれは手料理だ」

        「ふりかけってかけるだけだろ。手はかかってない」

        　至極真面目に答える加賀井に、白月はまた笑った。一方の加賀井はなぜ白月がこんなに笑っているのか分からないようで戸惑いを含みながら怪訝そうに眉根を寄せていた。

        　しかし次第に眉間の皺は緩み、口元には白月の笑いにつられるようにして笑みが静かに浮かんだ。

        「……よかった」

        「え？」

        　加賀井がぽつりと安堵の吐息を含んで呟いたので聞き直した。

        「やっと白月が笑ってくれた。今日はずっと顔が強ばっていた気がしたから」

        　安心しきったように笑って加賀井が言った。自分の緊張が表に漏れ出ていたことに恥ずかしさと気まずさを覚え、白月は空になった皿の上に残ったソースをもぞもぞと視線でなぞった。

        「ご、ごめん。こういう風にその……す、好きな人の家におじゃまするのが初めてで……」

        　咄嗟にそれらしい嘘をついたが、まるで初めて男の家に上がる女の子のような台詞でとても三十手前の男が口にする類いのものではないことに気づき、ますます恥ずかしくなった。

        「初めて？」

        　しかし意外にも加賀井は食いついた。顔を上げると、加賀井はじっとこちらを見詰めていた。真偽を確かめるような真剣な目にたじろぎながらも「あ、ああ……」と答えた。

        　すると加賀井はその返答に満足したようで「そうか」と目尻を綻ばせた。

        「もし嫌なら答えなくていいけど、白月は今まで何人の人と付き合ってきた？」

        「えっと……二人」

        　果たして瑠璃を数に入れていいものか少し迷ったが、結局数に入れた。そこには少なからず男としての見栄があった。

        「ふぅん……。二人とも男？」

        「あ、いや、どっちも女の子」

        　自分から男である加賀井に告白したのだから今まで付き合った相手も男にした方がいいかとも思ったが、ボロが出そうなので正直に答えた。

        「そっか、じゃあ男と付き合うのは俺が初めてか」

        　初めてという言葉がまるで特別であるかのように加賀井が確認する。その声はあからさまに嬉しそうというわけではなかったが、それでも平坦な声の端々に高揚が微かに滲んでいることに白月は気づいた。同じ男だからこそ気づいた。

        　女性に向ける男特有の支配欲や所有欲からくるその本能的で下劣な感情を自分へ向けられていると思うと、ゾッと背中が粟立った。かつて自分も抱いたことがある感情だからなおさら、それがいかに暗く卑しいものかがよく分かる。そのせいで、彼の口の端に浮かぶ笑みに卑猥な影が潜んでいる気がしてならなかった。

        　その影が不穏な言葉を吐き出す前に、白月は話題を変えた。

        「そういえば加賀井って本をよく読むって言っていたよな」

        　付き合う前に得た情報を思い出しながら訊ねる。

        「ああ」

        「本棚とかないのか？　俺、人の家の本棚を見るの好きなんだよな」

        　苦し紛れの話題転換だが、これは嘘ではない。本棚を見ると、全てではないが何となくその人の人となりが分かるような気がして落ち着くのだ。

        「隣に書斎がある。そこに本はまとめている」

        「へぇ！　本のための部屋があるってすごいな。見せてもらってもいいか？」

        「ああ、構わない」

        　そう答えた加賀井の口元には卑猥な影はすっかり消えていたのでほっとした。

        　

        　案内された書斎は、壁に本棚がはめ込まれていて床から天井まで本がびっしり詰まっていた。部屋の中心には、長時間座っても疲れないよう背もたれが湾曲した揺り椅子があった。部屋の照明も目を疲れさせないためか温かなオレンジ色で、この空間は本を読むためだけに作られたことがよく分かる。

        「すごいなぁ」

        　本の量に圧倒されながら白月は本棚に近づき、背表紙を目でなぞった。自分の知っている本があれば会話の糸口になると期待したのだが、どれも見たことも聞いたこともない難しそうなものばかりだった。中には外国語のものもあり、それがいくつも並んでいると文字ではなく模様に見えてきた。

        「難しそうな本ばっかりだな。こういう本が好きなのか」

        　ドア横の壁にもたれてこちらを観察するようにじっと見詰める加賀井に問い掛けた。

        「いや、父親が集めていたものが多い。俺も読んだことはあるが特に好きというわけじゃない」

        「へぇ、そうなんだ」

        　この殺し屋を生業とする現実離れした男から、父親という言葉が出て来たことに少し驚く。もちろん人は父と母がいないと生まれてこないのだからいて当然なのだが、それでも加賀井の横に父親らしき人物を思い浮かべることは難しかった。

        　それでもイメージしてみようと父親について訊いてみた。それは好奇心からというよりも、父親という誰にでもいる普遍的存在を想像できれば、殺し屋という特殊で不穏な職業の男に対する恐怖が和らぐように思えたからだ。

        「こんな難しい本を読むってことは医者とか？　あ、もしくは学者とか？」

        「そんな立派な人じゃなかったよ。ここにあるのは仕事とは無縁のものばかりだ」

        「立派な人じゃなかったってことは、もう亡くなられてるのか」

        「ああ、八年前に」

        「そうか……、それは辛かったな」

        　白月は気まずくなって口を閉ざした。八年前といえばまだ成人して間もない頃だ。まだ大人として自立しているとは言い難い年頃に、一家の大黒柱を失うのは精神的にも経済的にも辛かったに違いない。しかも、加賀井は小さい頃に親が離婚したと噂できいたことがある。兄弟もいなかったし、実質天涯孤独というものではないだろうか。

        　だが、当の本人は淡々としていた。

        「そんなに辛くはなかった。あんまり長生きできるタイプの人間じゃなかったから心の準備は出来ていたし」

        「心の準備……」

        　呟きながら、人の死に対して心の準備など役に立つのだろうか、と思った。肉親ならばなおさらだ。彼の言葉が、年齢にそぐわない達観からくるものなのか、それとも冷淡な性格からくるものなのか白月には分からなかった。

        「すごいな。俺はばぁちゃんが癌であと半年って知っていても、死んだ時はいい歳して泣いちゃったよ」

        　苦笑しながら四年前に亡くなった祖母のことを思い出す。甘い和菓子が好きな祖母だったが、次第に食べ物を受け付けられない体になってしまい、お見舞いの品を好物のまんじゅうから花に変えざるを得なかった。今思えば、それこそ心の準備の期間だったのだろうが、持って来た花に対して反応が徐々に薄くなる祖母を見るのは辛かったし、その辛さが実際祖母が死んだ時の悲しみを和らげることはなかった。

        　誰かのために花を買うなんて人生で初めてのことで、それ以来何となく花には死の気配を感じてしまう。

        「白月は昔から優しかったからな……」

        　ぽつりと加賀井が呟いた。決して単なる相槌のような軽いものではない、感慨が込められた言い方だった。金のために仮初めの恋人となっている身としては、ひどく罪悪感を覚えた。

        「別に優しくなんかないよ。ただばぁちゃんっ子だったってだけだ」

        　居たたまれなくなり彼に背を向け、再び本棚に向き合った。よく見ると、本はただ適当に棚に押し込まれているのではなく、建築関係や動物関係など大まかではあるがスペースが分かれていた。

        　しかし白月が好きな小説や漫画といったものが収まっている場所はどこにもなかった。図鑑や写真集など、本棚のどの本を取ってもそれはしっかりと現実に繋がっているものばかりだった。

        「動物が本当に好きなんだな」

        　動物の図鑑を取り出しパラパラとページをめくる。見たことのない小動物のつぶらな瞳と視線が合い、思わず心が和んだ。

        「ああ、見ているだけで癒やされるからな」

        「何かペットとか飼わないのか？」

        「死んだ時、悲しいから飼わない」

        　口にした理由があまりに繊細で、あどけなくすらあったので白月は驚いた。殺し屋という職業柄、その死生観はもっとドライなものだと思っていたからだ。

        「確かに動物は寿命短いもんな。あ、じゃあ亀は？　鶴は千年、亀は万年ってよく言うじゃん」

        　さすがに鶴は飼えないだろうが、亀なら大人しいし飼えそうだ。白月の言葉に加賀井は目を瞬かせた。

        「……もしかして、白月、亀が本当に一万年生きると思ってるのか？」

        「いやいや！　思ってない！　さすがの俺もそこまでバカじゃないぞ」

        「そうか、そうだよな」

        　ムキになる白月が面白いのか加賀井は小さく笑った。

        「でも実際のところどのくらい生きるんだろうな」

        　ミドリガメを飼っている友達は何人かいたが、その亀がいくつまで生きたかは知らない。それどころかその飼い主が今どこで何をしているのかのさえ分からない。

        　何となく口にした疑問だったので、正確な答えが返ってくるとは思わなかったが、加賀井はしっかりとした口調で答えた。

        「ミドリガメやクサガメは二十年から三十年生きると言われている」

        　まるで教科書か何かを読み上げるような正しさに満ちた声でそう言うと、加賀井は白月の横に立ち、一冊の本を取り出した。それも図鑑のようなもので、片手では持てないほど大きいものだった。加賀井は迷うことなく目当てのページを開けて白月に見せた。

        　ページにはたくさんの種類の亀が並んでいた。写真の横には主な生息地や体長などが書かれている。

        「体が大きい亀の方が長生きするようだな。セーシャルセマルゾウガメは平均で百五十年だそうだ」

        「百五十年！」

        　人間の平均寿命など余裕で超えるその数に白月は目を丸くした。ペットの短命に同情していた自分が恥ずかしくなった。

        　加賀井が持つ本を覗き込む。本に載っているセーシャルセマルゾウガメは、甲羅は岩のように固そうで、色も錆びた時間を積もらせたかのように重く暗かった。どっしりとした佇まいは、時の濁流に動じない力強さと貫禄があり、長寿であることが妙に納得できた。

        「飼い主の方が先に死んでしまったら、亀もかわいそうだな」

        　そう呟きつつも、果たして亀に人の死を悲しむ心があるのだろうかとも思う。それどころか死を理解する知能すらないかもしれない。だが、今まで庇護してくれていた存在がいなくなるのはひどく心細く、彼らにとっては死活問題に違いない。

        　飼い主を亡くしたセーシャルセマルゾウガメの心細さに想いを馳せていると、不意に頭を片手で引き寄せられ、頭の上にキスをされた。あまりにも唐突で、しかもその流れが人の服についた糸くずを取るように自然だったので、戸惑いながら加賀井を見上げた。

        　戸惑う白月に動じることなく、加賀井は甘く微笑んだ。

        「ごめん、亀がかわいそうだって言う白月が可愛かったから」

        　それが果たしてキスをしていい理由となり得るのかは甚だ疑問だが、彼にとっては十分正当性のある行為のようで、口元の笑みに少しの後悔も恥じらいもない。

        「あ、えっと、そうか……」

        　途端に恋人同士のような甘い空気が立ち込めて、白月はたじろいだ。気づけば先ほど白月の頭を引き寄せた右手は腰に回されていた。だが、腰の線に添えるくらいの柔らかな力なのでまだ逃げる余地はありそうだ。白月は本棚に視線を走らせて、何とかこのいやに甘い空気を霧散できる話題はないか必死に探した。

        　すると、本棚の一番端に追いやられている本が目に留まった。それは漫画本で、この本棚にある現実を切り取った本たちとは明らかに違う雰囲気を醸し出していた。色あせた背表紙の文字には見覚えがあった。

        「あ！　あれって……」

        　するりと加賀井の腕を解き、一番下にしまわれているそれに手を伸ばした。

        「わぁ、やっぱり！」

        　感激しながら漫画のページをめくる。それは小さい頃大好きだったギャグ漫画で、同じく愛読者の山下とよく感想を語り合っていた。

        　しかしこれを加賀井が持っているのは意外だった。山下と話していても彼は全く話に入ってこなかったからだ。むしろ漫画の話で盛り上がる白月たちを冷めた目で見ていた。

        「加賀井もこれ読んでいたのか？」

        　少し興奮気味に言いながら振り返った。マイナーな漫画な上に、シュールな展開で人を選ぶところがあったので、同志に会うことがなかなかなかったのだ。漫画のくたびれ具合から相当読み込んだことが窺えて、さらに嬉しくなった。

        　しかし高揚する白月に反して、加賀井の反応は微妙なもので、白月の期待に満ちた視線からぎこちなく目を逸らした。

        「どうしたんだ？」

        　漫画の話に花が咲く展開を期待していた白月は、思わぬ反応に首を傾げる。

        「あ、もしかしてこれもお父さんのとか？」

        「……いや、違う。俺のだ」

        「じゃあ加賀井もこれ読んでたんだな！　なんだ、それならあの時一緒に語ってくれればよかったのに」

        「いや、語れるほど好きなわけじゃなかったし……」

        　加賀井が苦い顔で言い淀む。

        「そうなのか？　でも全巻揃ってるじゃないか」

        　好きじゃなければ全巻揃えないだろうし、そもそも捨てるなり売るなりしてここにはないはずだ。無駄なものを一切排除しているような部屋の様子からして、惰性で持ち続けているとは考え難い。

        　せっかく出会えた同志を逃がしたくない一心で詰め寄ると、加賀井は観念したように溜め息を吐いて口を開いた。

        「……白月が山下とあまりに楽しそうに話してたから、俺も話せるようになりたくて読んだんだよ。でも全然理解が出来なかった」

        　ぼそぼそとバツが悪そうに呟くその唇は、いじけている子供のような幼い輪郭が薄らと浮かんでいた。まさかそんな理由で読み始めたとは思ってもおらず、白月は少し面食らった。

        「へ、へぇ。そうなのか。あ、でも確かにあのギャグはシュールだから受け付けない人は受け付けないだろうからな。ギャグの好みもあるし……」

        「いや、好み云々じゃない。状況が理解できないんだ。例えばこの絵とか……」

        　加賀井は白月の手から漫画を取って、ページを開いて見せた。

        「ここで主人公が祖母に頭を鈍器で殴られるだろう？」

        「あ、うん」

        　白月は頷きつつも内心首を傾げた。漫画の大まかなストーリーは主人公の少年とその祖母によるブラックコメディで、おばあちゃんの知恵袋と称した凶行に毎回主人公が巻き込まれてしまうというものだ。シュールな展開が多いのでその笑いが理解できないというのは分かるが、「状況が理解できない」というほど複雑な話ではない。むしろ毎回お約束の展開で単純な話ばかりだ。

        「出血もひどいし、明らかな致命傷だ。でも次のページでは普通に話しているんだ。外傷もない。おかしいだろ」

        「え？」

        　目を丸くして、加賀井の顔を見る。彼なりの冗談かとも思ったが、その顔は至って真面目で、眉間の皺に冗談の入り込む隙などない。

        「漫画なんて読み慣れてないから俺の読み間違いかと思ったが、コマの並びの法則から見ると間違っていないはずだ」

        　加賀井の口調はまるで難解な数式を解くのに苦闘しているかのようなものだった。なのに視線の先にあるのは複雑な数式や理論などとはかけ離れたシュールな漫画の絵で、白月は耐えきれず吹き出してしまった。

        　加賀井はパチパチと目を瞬かせる。彼には珍しいあどけない表情だった。その何も分かっていない表情は、彼の発言が奇をてらってのものでないことの何よりの証拠で、一層笑いが止まらない。

        「はははは！　加賀井、それウケ狙いじゃなくて本気で言ってんの？」

        「あ、ああ」

        　大笑いする白月に困惑した様子で加賀井が頷いた。

        「これはギャグ漫画だから、どんなに強く殴ろうと刺そうと次のコマではケロッとしてるんだよ。ギャグ漫画っていうのはそういうもんだよ。加賀井は普段あんまり漫画とか読まないのか？」

        「ああ」

        　別に責めているわけではないのに、加賀井が面目なさそうに答えたので、慌ててフォローした。

        「あ、いや別に漫画読んでなくても全然いいんだけど、ただ珍しいなと思って」

        「父親の影響でフィクション系はあまり読まないんだ」

        　確かに本棚に作り話めいたものはなく、どれも現実的なものばかりだ。ギャグ漫画を理解できないというのも納得だ。

        　しかし白月と話をしたいがために、慣れない漫画を必死に読もうとしていたのかと思うと、当時大人びてどこか冷めていた加賀井にもちゃんと子供らしい一面があったのだなと少し心が和んだ。あの時は自分ばかりが彼との友人関係を築こうと必死に頑張っていたと思っていたが、彼も彼なりに白月に歩み寄ろうとしてくれていたのだ。そう思うと、時を経てようやく友人として心を交わすことが出来た気がした。

        「……なぁ、加賀井。漫画がだめならアニメはどうだ？」

        「え？」

        　加賀井が目を丸くした。

        「この漫画、昔アニメもやってたんだよ。俺たちの地域じゃ放送されてなかったけど。たぶんレンタルショップならＤＶＤがあると思うし、今から借りに行ってみないか」

        　いい歳をした男二人でアニメ鑑賞というのも恥ずかしい気もするが、なかなかの妙案に思えた。ＤＶＤ鑑賞なら時間も潰せるし、ギャグアニメを観ている限りはまず甘い空気になることはないだろう。何より、自分に歩み寄ろうとしてくれた当時の加賀井の健気さに応えたいと思った。

        　加賀井は白月の提案に少し戸惑いを見せたが、未知の世界に足を踏み入れるような辿々しさでこくりと頷いた。

        　

        　驚くことに、加賀井はレンタルショップを利用したことがないということだった。

        　店に入った加賀井は珍しそうに辺りを見回していた。

        「本当に初めてなんだな」

        「ああ。欲しいものは手元に欲しいから買う」

        「金持ち発言だなぁ。俺にもその経済的余裕を分けて欲しいよ」

        「分かった。それなら白月も欲しいものがあったらこれからは俺に言ってくれ」

        「あ、いや、冗談だから」

        　冗談を真に受けられ、慌てて訂正した。

        「なんだ、冗談か。でも欲しいものがある時は本当に言ってくれ。白月にはできるだけ喜ぶことをたくさんしたい」

        　まるでドラマに出てくるような台詞を加賀井は恥ずかしげもなく淡々と言った。彼の顔があまりに真剣そのものだったので、笑い飛ばすのも躊躇われ「じゃ、じゃあその時は相談するよ」と曖昧に答えた。

        　例の漫画のＤＶＤを探している間、加賀井はずっと白月の後ろについて回った。「俺があのＤＶＤ探しておくから加賀井も自由に見て回っていいよ」と言ってみたが、加賀井は「はぐれてしまいそうだからいい」と言って首を横に振った。大きな体に反して子供のようなことを言うので思わず笑いそうになった。

        　幸いにも例のＤＶＤは昔のものであるためか、全巻揃っていた。他にも気になる映画を二本ほどカゴに入れて自動精算機に並んだ。

        「俺がＤＶＤ借りとくから、せっかくだしもう少し見て回ってくれば？」

        　列には結構人がおり、ずっと後ろに張り付かれているのも周りの目が気になったので提案した。加賀井は少し迷ってから「……じゃあ行ってくる」と言って列を離れた。

        　いい歳をした大人だから迷子になることはないだろうし、万が一なったとしてもあの目立つ容姿だ、すぐに見つけられるだろう。なのに彼の背中を見送る自分の心に、まるで初めてのお遣いに行く子供を見守るような気持ちが芽生えて苦笑してしまった。

        　店内の壁に貼られている新しいＤＶＤのポスターを見ながら時間をやり過ごしていると、ようやく列の先頭に立った。

        「白月」

        　完全にポスターの文字に意識が向いていた白月は、突然ヌッと背後に現れた加賀井に思わず肩が小さく跳ねた。

        「か、加賀井か。びっくりした」

        「驚かせてすまない。ところでまだレンタルは追加できるか」

        「うん、出来るよ。何か気になるのがあった？」

        「ああ。これを見てみたい」

        　差し出されたＤＶＤに白月は思わず目を剥いた。それは犬が百匹ほど出てくる有名な海外のコメディ映画だった。

        「可愛いだろう？　こんな可愛い犬が百匹も出てくるんだ。圧巻に違いない」

        　いいものを見つけて得意げですらあるように目を輝かせる加賀井。……限界だった。

        「あははは！」

        　周りの人が驚いてこちらを振り返るくらい大きな笑い声が出た。だが、笑いを止めることは出来なかった。

        　突然笑い出した白月に加賀井は目をパチパチとさせていた。

        「白月、どうした？」

        「あ、いや、ごめん、笑って。可愛いのをセレクトするなぁと思って」

        　目尻を薄ら濡らす涙を指で拭う。

        「よし、じゃあこれも借りよう。すごく癒やされそうだ」

        　白月がＤＶＤを受け取りカゴに入れると、加賀井はほっとしたように頬を緩めた。

        「ああ、すごく癒やされるに違いない」

        　自分の手柄を褒められた犬のように得意げな表情を見せる加賀井に、また笑いがぶり返しそうになったが何とか堪えて、精算を終わらせた。

        　

        「……つまり主人公は何がしたかったんだ」

        　ＤＶＤを見終えての第一声がこれだった。ギャグアニメを観た後の人間とは思えない、難しい顔をしながら加賀井は首を捻った。その様子に白月は小さく噴き出した。

        　結果から言うと、加賀井はギャグアニメを楽しむどころか理解することさえ出来なかった。全巻見終わった後も彼が眉間の皺を緩めることはなかった。やはりこの世の法則にかなっていない展開――例えば主人公が刺されたり崖から突き落とされたりしてもすぐに復活する等、がどうしても受け入れられないらしい。そういったシーンの度に、加賀井は不可解そうに唸ったり、眉間の皺を深めたりして白月に意味や意図を訊ねてくるのだった。同じものを観ながら二人の感想が重なることはなかった。重なるどころか触れることすらなく、どこまでも平行線であった。

        　だが、白月はそのことにがっかりしたり、つまらなく感じたりすることはなかった。むしろ真面目に、懸命に、ギャグアニメを理解しようとする加賀井の姿は面白くもあった。本人は至って真面目なのだが、彼が自分なりに考えた見解は、時にアニメの内容より白月を笑わせた。

        「ギャグに目的とか意味とか求めたらだめだって。頭を空っぽにしてみないと。じゃあ次はこれを観ようか」

        　レンタルショップの袋から犬の映画のＤＶＤを取り出すと、加賀井の顔から気難しい表情が散った。

        「ああ、観よう」

        　心なしかうきうきした様子で加賀井はＤＶＤを受け取り、テレビにセットした。

        　映画は世界的に有名な子供向けのアニメを実写化したもので、出てくる犬ももちろん本物だ。動物の演技指導にさぞかし骨を折ったことだろうが、その苦労や演技のほつれを感じさせることのないほど犬たちの動きは完璧で、瞳や仕草に細やかな感情が宿っている瞬間すらあった。

        　隣に座る加賀井をちらりと窺い見る。彼はじっと映画に見入っており、時々微かに目元を綻ばせた。

        　犬の一挙一動を食い入るように見詰める隣の男が人を殺すことを生業にしているとは、俄かに信じ難かった。加賀井はとっつき難い面はあるものの、こうして付き合うと悪い奴ではないように感じる。もし、彼が殺し屋ではなく、自分へ恋愛感情を抱いていなければ、友人として長く付き合えただろう。そう思うと、胸が苦しくなった。

        　嘘だらけで期限付きのこの関係は、彼が伊巻に殺されるか、しくじった自分が伊巻、もしくは加賀井に殺されるかの結末しかない。どちらにせよ、血は流れることになるだろう。自分が選択したとはいえ、いや、選択したからこそ、胸がひどく痛んだ。

        　テレビの向こうでは、犬をさらった悪役が悲鳴を上げていた。

        「やっぱり動物は可愛いな」

        　顔を見なくても緩んだ目元が想像できるくらい穏やかな声で加賀井が言った。暗澹とした思考に沈んでいるうちに、いつの間にかテレビの画面にはエンドロールが流れていた。

        「ああ、そうだな。やっぱり動物は癒やされるな」

        　二人の不穏な行く末を考えていたことがばれないよう、慌てて同調する。

        「それにしても犬の毛皮を剥ごうだなんて、ひどいことを考えるよな」

        　加賀井が嫌悪感を滲ませた声で呟いた。

        「そうだな。俺も単なるオシャレのために動物の毛皮を使うのは反対だ」

        「毛皮農場に連れて行かれた動物がどう殺されるか知ってるか？」

        　白月は首を横に振った。

        「窒息させられたり、首の骨を折られたり、口や肛門から電気を流されたり……、とにかく毛皮を傷つけないことしか考えてないひどい殺し方だ」

        　加賀井は残酷な内容を苦々しく説明した。声には動物たちへの憐憫と、身勝手な人間への怒りがはっきりと込められていた。その憤り様は金のために人を殺す人間には到底思えなかった。

        「ひどい人間もいるものだな」

        　率直に同調する。

        　動物を殺す人間と、人間を殺す人間。果たしてどちらの方がひどいだろうか、とふと考えてみたが、不毛などんぐりの背比べだ。

        「ああ。人間の勝手に動物を巻き込むのは許せない」

        　加賀井の正義感に満ちた言葉に、もしかすると彼はそういった人間、つまり私利私欲のために動物を殺めるような身勝手な人だけを殺しているのじゃないだろうかとさえ思った。もしくはそうであればいいと願った。

        　ＤＶＤを見終えた今、お暇を申し出る絶好のタイミングだった。

        「んー、久しぶりにこんなにＤＶＤ観たけど、やっぱり楽しいな」

        　座ってばかりで凝り固まった体をひと伸びさせながら言った。

        「長くおじゃましてしまってごめんな。料理もおいしかった。久しぶりに充実した休みだったよ」

        　最大限に感謝の意を込めて言うと、白月はソファから立ち上がった。

        「それじゃあ、そろそろ……」

        　帰る、の言葉を遮るように、腕を掴まれた。座ったまま加賀井がじっとこちらを見上げている。

        「……もう帰るのか？」

        　縋るような責めるような色を帯びた瞳に、言葉を詰まらせる。誘われる前に休みの確認をされたので、明日は仕事だから、という理由は使えない。

        「遅くまでおじゃまするのも悪いし……」

        「そんなこと気にしなくていい。むしろ白月にはずっといて欲しいくらいだ」

        　こちらの方が恥ずかしくなるほど真っ直ぐな言葉と瞳でもって加賀井が引き止める。そこには嘘や計算といった不純物はひとつもなかった。白月にいて欲しいということだけが伝わってくる純粋なものだった。そのあまりにも真っ直ぐな言葉のせいで、嘘をつくのが躊躇われた。

        　その一瞬の躊躇いを突くようにして、加賀井が白月の腕を引いた。強引な力ではなかったが、どうにかこの場を切り抜ける方法を考えることばかりに意識が向いていた白月は、足元のバランスを崩し、引かれるがまま加賀井の胸元に抱きとめられてしまった。

        「……白月は俺といるの嫌か？」

        　耳元で甘く囁かれ、反射的に耳から首にかけて鳥肌が立った。加賀井の腕が白月の腰に巻きつき、さらに自身へ引き寄せる。冗談でも嫌と言える雰囲気ではない。だが、どうしても「嫌じゃない」だとか「俺も一緒にいたい」などという甘い空気をさらに濃くする言葉を口にするのは躊躇われた。

        　口にすれば最後、沼底に引きずり込まれるように彼と体の関係を持たざるを得ない状況に追い込まれてしまう。恋人の振りをするのだから当然ではあるものの、それでもやはり男の体で男を受け入れることへの本能的な恐怖は拭えない。

        「白月」

        　返事を躊躇っていると、加賀井が催促するように、髪や耳の縁に軽くキスをしてきた。淫靡な気配を薄らと纏ったその音や感触に、肌は粟立ち心臓はすくみ上がった。もはや嘘をつく余裕などなかった。

        　白月は腕を突っぱねて、加賀井と距離を取った。

        「……どうした？」

        　白月の拒否的な反応に、加賀井は驚きも怒りもせず、いやいやする子供に問い掛けるような優しい口調で言って顔を覗き込んできた。拒んでもなお揺るがない甘い視線にまごつきつつ、白月は口を開いた。

        「あ、あのさっ」

        「ん？」

        「正直言うと、その、男同士でこういうのって初めてで、つまり、なんというか、怖いというか……」

        　どうにか穏便にこの甘い流れを回避しようと遠回しな言葉を並べるが、眼差しや手つきに疚しい高ぶりの片鱗をちらつかせる目の前の男を納得させるには、正当性も誠実さも何もかもが不十分だった。

        　加賀井は白月の言葉を拒絶ではなく不安と受け取ったようで、不安を和らげるように小さく微笑むと白月を再び抱き寄せた。

        「そんなに怖がらなくていい。俺は白月には絶対ひどいことはしない」

        　背中を撫でながら、加賀井が耳元で囁く。その声が何かの罠に思えるほど毒々しい甘さを含んでいたので、ますます首肯することが躊躇われた。

        「……も、もちろん、加賀井が俺にひどいことをするとは思ってない。それは分かってる。でも……」

        「でも？」

        　言い淀む白月の言葉尻から心の内に滑り込むようにして加賀井が同じ言葉を口にした。同じ言葉でありながら、消え入りそうな白月の声に反して、加賀井のそれは心に詰め寄ってくるようなはっきりとした輪郭を持っていた。そこからして既にこの押し問答の勝敗は明らかに思えたが、それでも白月はしぶとく言い訳がましい言葉を連ねた。

        「そういうのは……やっぱり怖い」

        「そういうのって？」

        　まるで下心も何も抱いていないような純粋さすら垣間見える瞳で訊いてきたので、少したじろいだが、一息間を置いて答えた。

        「つまり……その……セックスだよ」

        　言った瞬間、恥ずかしくなった。三十手前にもなる男が生々しい単語を震える声で口にするのはひどく情けない気がした。それを糊塗するように自分の言い分を畳みかけた。

        「だ、だって、男同士って、し、尻の穴に入れるんだろ！　そ、そんなの、無理に決まってる！　ネットでいろいろ調べたけど、む、無理だ！　怖すぎるっ」

        　言いながら、ネットで調べた情報が脳裏に蘇って声と体が震えた。前もって心構えが出来ていれば不安も和らぐと思い、男同士のセックスについて調べたが何の慰めにもならなかった。むしろ不安を煽るばかりだった。

        

        
            

        
        

        「俺、痛いの本当に無理なんだっ。血も苦手で、昔、頭から血が出た時も失神してしまって……」

        　半ば涙目になりながら、懇願にも似た声で必死に言い募る。すると、今まで黙っていた加賀井が不意に小さく笑った。自分は必死なのに笑われてしまいなんだか馬鹿にされているような気がして、カッとなった。

        「な、なんだよ！　こっちは真面目に話してるんだからな！」

        「すまない。本当に白月は可愛いなと思って」

        「はぁ？」

        　笑みを浮かべたまま、到底謝罪とは思えない、むしろ苛立ちを逆撫でる言葉に白月は顔を思いっきり顰めた。

        「それは嫌味か」

        「いや、褒めている」

        「よし、嫌味だな。分かった」

        「どうしてそうなる」

        「それはこっちの台詞だ」

        　キッと睨み付けるが、加賀井の目尻は緩むばかりだ。

        「気を悪くさせてしまったのなら本当にすまない」

        「……その顔、全然謝る人間の顔じゃないぞ」

        「仕方ないだろう。好きな人が抱かれるための準備をしてくれてたとなれば、喜ばない方がおかしい」

        「だ、抱かれる準備？」

        　白月は目を白黒させた。

        「そんな準備だれもしてなっ……んぐっ」

        　聞き捨てならない言葉に抗議しようとしたが、それを遮るように唇を塞がれてしまった。それは髪や耳元に触れる程度の先ほどのキスとは全く違うものだった。微熱と湿り気を帯びた唇の感触が、じわじわと奥まで染み込んできて、この場をどう切り抜けるか必死に考える意識を絡め取り、思考の自由を奪う。そうやって無理矢理作り出した隙をつくようにして、咥内に舌を入れられた。怯んで及び腰になる白月の舌を、逃がさないとばかりに加賀井の舌が絡め取る。狭い咥内に逃げ場はない。

        　二枚の舌が攻防ともまぐわいともつかない動きを見せる度に、口の端から涎が垂れてつぅ、と首筋を伝った。不穏な展開を避けようと足掻けば足掻くほど、涎が唇から溢れて首筋を伝うその淫靡な気配を色濃くした。

        　どうにかして加賀井の舌から逃れたいのに、抗う舌を宥めすかすように優しく絡められると、思考がぼんやりと甘く霞んでしまう。完全に場の流れは加賀井の手中にあった。

        　加賀井は十分すぎるほど白月の咥内を愛撫すると、ようやく唇を離した。慣れないキスで上手く呼吸が出来ずにいた白月は、だらしなく口を開けて肩で息をした。先ほどまで二枚の舌の卑猥な動きと気配に埋め尽くされていたので、咥内にまるでぽっかりと穴が空いたような心地だった。解放されたはずなのに、自分の意思が及ばない部分で口寂しさを覚えてしまう。

        　まだ呼吸を整えきれずにいる白月の唇を、加賀井がそっとなぞった。

        「……一緒にシャワー浴びようか」

        　うっとりと目を細めて加賀井が言った。その瞳はありありと彼の中の劣情を映し出していた。それでも白月は頷く他なかった。頷いた瞬間、微かに体が震えたが、すぐに加賀井に抱きしめられて震えは体の奥に沈められてしまった。

        　

        　誰かと風呂に入るのは久しぶりのことだった。学生の頃は合宿や旅行などがあったが、社会人になってからはそういった機会はほとんどない。たまに友人と旅行に出掛けることはあっても、手軽なシャワーですましてしまう。そもそも男の一人暮らしということもあり湯船につかること自体、久しぶりだった。

        　そして、大人になって誰かと大浴場以外で浴槽につかるということは初めてだった。

        「湯加減はどうだ？　熱くないか」

        　後ろから腰に手を回して加賀井が訊ねる。浴槽自体は、足をゆっくり伸ばせるほどの余裕はあるが、大の男二人が入るにはやはり窮屈だ。背中を彼に預ける体勢のせいで肌を密着させている部分が多く、そのことがより窮屈に感じさせた。

        「あ、ああ、熱くない。大丈夫だ」

        　答えた通り、湯加減は熱すぎずぬるすぎずちょうどいいくらいだった。体と湯の境目が曖昧になり、強ばった体の奥に湯が染み込んでくるような、実にいい湯加減だ。これが一人で入っていたなら、思わずはぁと安楽の吐息を漏らしていたことだろう。

        　しかし、どんなに体が心地よく緩んでも、心は強ばったままだった。

        「そうか、よかった。浴槽に湯を溜めるのは久しぶりだから、温度設定が上手くいくか心配だったんだ」

        　何ともない普通の会話なのに、湯気のせいか湿り気と微熱を帯びた声が艶っぽく聞こえ、どうにも落ち着かない心地にさせる。

        　不意に、髪を指先で絡め取られ、びくりと肩が跳ねた。

        「な、なに？」

        　困惑して振り返ると、加賀井が愉快そうに目元を細めていた。

        「白月の髪、ずっと触ってみたかったんだ。やっぱり柔らかい」

        　困惑する白月を気にすることなく、加賀井は指先で毛先を弄り続けた。癖毛は白月のコンプレックスのひとつだが、その手つきが興味本位というような不躾なものでなく、まるで神聖なものに触れるかのような敬意に満ちていたので、無下にその手を払いのけるのも躊躇われた。

        「……俺はあんまり自分の髪が好きじゃない」

        「どうして？」

        「どうしてって、どう見てもダサいだろう。小さい頃はよくからかわれてたし……」

        　目の前でからかわれるのはまだいいが、陰で女子に変なあだ名をつけられていた時は、本当に泣きそうだった。

        「……そんな奴がいたのか？　言ってくれれば俺がどうにかしたのに」

        　微かに剣呑さを孕んだ声に、白月は慌てて言い足した。

        「い、いや、加賀井と同じ学校だった時はそんな奴はいなかった」

        「ふぅん、そうか。それにしても白月の髪をからかうなんて嫌な奴がいるもんだな。……俺は白月の髪、好きだ」

        　濡れた髪に高い鼻をすりつけながら、加賀井が言った。好きだ、の三文字がコンプレックスの髪の間をすり抜けて直接頭皮に響いた。くすぐったい感触なのに、どことなく艶っぽいものを帯びていて、首筋に淡く鳥肌が立った。

        「俺がシャンプーしてもいい？」

        「別にいいけど……」

        　加賀井の申し出に、白月は戸惑いつつも頷いた。加賀井が触れてくる度に、輪郭を鮮明にするセックスの予兆に怯えていたが、なぜか髪の毛を触れられる時にはそれを感じなかったからだ。それどころかその手に心地よさすら覚えていた。髪に触れられている間は、みだりがましい空気とは無縁でいられるような気がした。

        　湯船から出ると、加賀井は白月を椅子に座らせ、その後ろに立った。

        「目を瞑って」

        　そう言われて目を閉じると、後頭部からゆっくりとシャワーでお湯をかけられた。加賀井はでたらめにシャワーを動かすような荒いことは決してしなかった。シャワーを持たないもう片方の手は、お湯が頭部の隅々にまで行き渡るように緩やかに流れを誘導したり、お湯が耳に入らないようにさりげなく壁になったりと配慮に満ちた動きをした。

        　どろり、とシャンプーの液が頭頂部に垂らされる。その冷たい感触に思わず体が強ばったが、すぐに加賀井の指先によって泡立てられ、体の緊張も泡の中に溶けていった。

        　指の腹で撫でるように満遍なく丁寧に頭を洗われる。普段、安い美容院のカットだけですませる白月にとって、こんなにも自分の髪や頭部を丁寧に扱われたのは初めてのことだった。

        　加賀井の指が動く度に心も体も寛いでいく。互いが裸で、しかも相手が自分に劣情を抱いているという貞操の危機とも言える状況を忘れるほどだ。緊張や警戒心を払いのけ、安堵と油断を引き寄せる蠱惑的な動きだった。

        「はい、終わり。じゃあ次は体を洗うから」

        　気づけば頭の上から泡は消えており、毛先から水が滴っていた。シャンプーの気持ちよさにぼんやりとなっていたが、スポンジを泡立てる加賀井の言葉に、危機感が瞬時に戻ってきた。

        「い、いや、いい！　体はいい！　自分でする！」

        　白月は加賀井の方を振り仰ぎながら、激しく首を横に振った。

        　しかし、「いや、髪だけじゃ中途半端だ。俺に全部させてくれ」とわけの分からない理屈をこねると白月の肩を掴んで、ぐるりと自分の方へ向かせた。そして、片膝をつき白月の腕を手に取り、スポンジを肌の上に滑らせた。その動きは優しく丁寧で、首筋や鎖骨、胸、脇、背中、太腿、膝裏、ふくらはぎ……と滑らかに肌の上を移り動いた。それは卑猥な感情が入り込む余地がないほど甲斐甲斐しく誠実に満ちたものだった。

        　なのに白月の足先を洗う加賀井の、伏せた睫毛の影や、額や首筋に張り付く髪の毛に、思わず喉の奥が鳴るほどの色香を感じて、白月は戸惑った。まるでこれでは自分の方が加賀井に欲情しているみたいだ。

        　不意に加賀井が視線を上げた。睫毛の先から滴る淫靡な色香に目を奪われていた白月は、かち合った視線に気まずさを覚えて目を逸らした。

        「どうした？」

        「別に……」

        　まさか見惚れていたなどとは言えず、白月は無意味に足の指先を動かしながら曖昧に答えた。すると加賀井はフッと小さく笑った。まるでこちらの心を見透かしているかのようで恥ずかしくなった。

        　おもむろに太腿に手をのせ、下から覗き込むようにして加賀井がキスをしてきた。唇の隙間から舌を滑り込ませ、すっかり油断しきっていた白月の舌を絡め取る。今までの泡のように軽く清潔な触れ合いが嘘のように、濃密な空気が立ち込めた。甘く蠢く舌に意識も体も蕩けかけていたが、加賀井の手が下半身に触れた瞬間、体がびくりと強ばった。

        「ちょ、ちょっと、どこ触ってるんだよ」

        　体で一番性的に過敏な部分を握られ、白月は動転し加賀井の腕を掴んで制止した。しかし対する加賀井は甘い微笑みを浮かべたままで、手を放すどころか親指の腹で裏筋をねっとりとひと撫でした。

        「っひ……」

        　本能的な嫌悪感や恐怖を掻き分けて快感の芯に触れてくるその手つきに、びくん、と思わず体が跳ねた。その反応に、加賀井の目元が微かな愉悦を含んでしなった。

        「白月、気持ちいい？」

        　容赦なく攻め立てるように扱きながら、加賀井が下から顔を覗いてくる。抗い難い快感に涙目になる白月を楽しげに追い詰めるような視線や、わざとかと思うくらいくちゅくちゅといやに鮮明な水音に、耐えきれず目をぎゅっと閉じて顔を背けた。

        　しかし加賀井の手は止まらず、抗う理性を削いでいき、快感に従順な本能を引きずり出していく。彼の手を制止するために掴んだ手は既に本来の目的を忘れ、快感の奔流に呑み込まれないようにしがみついているだけだった。

        「っ、ぁあ、っあ、か、加賀井、手、はなして……っぁ、で、でる……っ」

        　吐精の兆しを感じて、僅かに残った理性で手を放すよう言い募る。しかし、加賀井は手の動きを止めなかった。むしろさらに卑猥な緩急をつけて、白月のものを絶頂へと追い立てる。彼の腕を掴む手にも力を加えるが、絶頂を前にして力がほとんど入らず、それは抗いには程遠いものだった。

        　久しぶりに快感を得たそれは、勢いよく濁った白い液を吐き出した。吐精した瞬間に弾けた快感の余波を受けるように、興奮と気だるさが綯い交ざった呼吸が肩を上下させる。加賀井の健康的な小麦色をした手の甲や手首をどろりと緩やかに伝っていく精液に、何か取り返しのつかないような気持ちが胸の底にじわじわと湧き立った。

        「……白月、最近してなかった？」

        　自分の手を汚す液体をじっと見詰めながら加賀井が言った。それはご無沙汰であることをからかうようなものではなかった。そのことが一層、情けない気持ちにさせた。

        　白月は加賀井の問いに小さく頷いた。ここで嘘をついたり、無視したりしなかったのは、いつの間にか彼の肘辺りまで伝っている精液のどろりとした具合を見れば一目瞭然だったからだ。見え透いた虚栄心ほど今の自分を惨めにするものはない。

        　白月の返答に、加賀井が薄く笑った。それは、白月が男と付き合うのが初めてだと知った時に見せたものと同じ仄暗い高揚を滲ませていた。

        「白月は淡白なんだな。こんなに感じやすいのに」

        　そう言って、精を吐き出してくったりしている白月のものを、するりと指先で撫でた。まだ敏感なそれにいきなり触れられて、太腿がびくりと揺れた。その様子に、加賀井は一層目を細めた。

        「うん、大丈夫だ。白月には十分に素質がある」

        　卑猥な意味を孕んだ言葉と笑みに、白月はゾッとした。しかもその声が、まるで十分に素質があることが白月にとっても吉報であるかのような響きを持っていたので、ますます胸が悪くなった。

        　加賀井はおもむろに白月の精液で汚れた自分の手首を舐めた。その行動に唖然とする白月に、加賀井がうっとりと微笑んだ。

        「それじゃあ、準備をしようか」

        　太腿に手を置き、脚を軽く押し広げながら加賀井が言った。

        　その言葉に、白月は愕然とした。自分はまだスタート地点にも立っていなかったのだ。これからセックスが終わるまで一体どのくらい時間が掛かるのだろうと思うと、絶望的な気持ちが胸を塞いだ。

        　そんな白月の胸の内など知る由もない加賀井は、半ば放心状態となった白月にキスをした。加賀井の舌に残った精液の臭いが口移しされて、吐き気がこみ上げた。

        　

        　風呂から上がった白月は、すっかり疲れ果てていた。本来なら自分以外の手で触れられることなどまずないだろう箇所を、入念に洗われたことへの身体的、そして精神的負担がその主たる理由だ。

        　最初こそ拒絶に近い抗いを見せたが、性病などのことを口にされすっかり怯んでしまった白月は、自分より経験豊富な加賀井に頼らざるを得なかった。

        　加賀井は柔らかなバスタオルで白月を包み込むとそのまま横に抱きかかえた。まるでお姫様だっこのような体勢に男としての矜持が羞恥で捩れたが、体に充満する圧倒的疲労感と、何をしても結局は彼の思い通りに事を進めねばならないという諦観に、白月は目を瞑り加賀井に体を委ねるしかなかった。疚しい微熱を帯びた肌と、それを包み込むタオルの柔らかな感触や清潔な香りが同じ世界にあることが信じられなかった。

        　加賀井は白月を抱きかかえたまま浴室を出ると、そのまま書斎の隣の部屋へと向かった。そしてベランダの近くにある大きなベッドに白月をそっと降ろした。

        　仰向けになった白月はぼんやりと天井を見上げた。部屋の電気はついていなかったが、窓から差し込む月の光で、天井には青みがかった白さが薄く広がっていた。

        「寒くないか？」

        　上に覆い被さった加賀井が、まだ水気が残った白月の肌を撫でながら訊いてきた。ベッドの上で覆い被さってきているというのに、タオルをはだけさせる気配や肩から腕を撫でる手つきは、気遣わしげで紳士的ですらあった。

        「……大丈夫。寒くない」

        「そうか、それならよかった」

        　加賀井はほっと柔らかな息を吐いた口で、そのまま白月の唇にキスをした。

        　吐息のように軽いキスが、咥内に押し入ってきた舌によって濃厚なものに塗り替えられる。しかし浴室で散々、濃淡様々のキスを仕掛けられたのでもう最初の時のようにキスひとつに翻弄されはしなかった。それどころか咥内をまさぐられる気持ちよさに、自分の意志が及ばない心のどこかで、疚しい期待が密かに疼いた。

        　肩に置いていた手が、するりと腕の上を滑り白月の手を握ってきた。指と指を絡ませ、汗ばんだ手の平をじっとりと重ねられる。愛の営みめいた行為なのに、捕らえ離さないという執着が、手の甲に噛みつく指先や、熱を押しつける手の平から滲み出ているような気がした。キスのせいで乱れる鼓動が少しだけ冷たくなった。

        　不意に唇が離された。自分の乱雑な呼吸が唇をかすめる。加賀井は愛おしげに頬を撫でてその様子を見下ろしていた。

        「白月は本当に可愛いな」

        　陶然とした熱を孕んで呟くと、頬から手を離しヘッドボードに手を伸ばした。加賀井の手に握られた小さなボトルを目にして体が強ばった。加賀井がボトルから手にどろりとした液体を出す。それがどのように使われるのか分からないほど無知ではない。思わず後ろの穴がきゅっと窄まった。

        「少し冷たいかもしれない」

        　気遣わしげな声でそう前置きしたが、返事を待つことなく、加賀井は白月の脚を押し広げ、濡れた指先を窄まりに這わせた。

        「……っ」

        　無言の悲鳴が喉の奥から漏れる。冷たさはもとより、ローションの滑りにも言いようのない不快感を覚え、腰から背中にかけて鳥肌が立った。

        　そんな白月の拒否反応をよそに加賀井は、無遠慮に指を中で掻き混ぜた。白月の口から短く喘ぎ混じりの吐息が漏れた。

        「風呂でだいぶ解したから柔らかいな」

        　満足げに加賀井が言った。確かに加賀井の言う通り、そこは最初こそ指先すら入り込む余地がないほど固く強ばっていたが、今ではすっかり解れ、彼の指を二本入れてもさしたる抵抗も見せない。そうした卑猥な体の変化に、着実に体が作り替えられているような気がしてならず、心底ゾッとした。薄ら寒い気持ちになる心とは対照的に、指で丁寧に解されるそこは淫靡な熱を膿んでいた。

        　加賀井の指の動きが固い窄まりを解すだけの単調なものから、何かを探り当てるような慎重さを含んだものへと変わった。嫌な予感が胸をよぎる。それと同時に、加賀井の指がある場所を捉えて白月はびくりと震えた。その反応に加賀井の目が細まった。

        「ここ、気持ちいい？」

        　ほぼ断定的に訊きながら、加賀井はそこをコリコリと引っ掻いた。

        「っあ……！」

        　快感を孕んだ衝撃に頭が一瞬白くなり、口から一際甘い声が漏れた。加賀井は瞳に浮かぶ満悦の色をますます濃くした。

        「白月、分かるか？　ここが前立腺。ネットで勉強した時に出てこなかった？」

        　加賀井が耳元で囁くようにして訊ねてきた。しかし執拗に一点を攻めるその指は、質問に答える余裕を与えなかった。指の動きに追従するかのように口から溢れる喘ぎに、言葉が上手く紡げない。だが、このまま答えないでいると延々とこの甘い責め苦が続きそうな気がして、白月は何とか頷いて質問に答えた。

        　その返答に、吐息のような笑いが柔らかく耳朶をいたぶった。

        「そうか、本当にちゃんと予習してきたんだな。可愛い」

        　陶然とした声で言って、加賀井は耳朶やこめかみにキスを落とした。キスをする度にリップ音が耳の傍で響いて、卑猥なこそばゆさが耳元から首にかけて広がった。

        　一方、下の刺激はこそばゆさなどという生易しいものではなかった。その生々しく鮮烈な刺激に白月の先端から先走りが溢れ出て、根元の陰毛をじっとりと湿らせた。直接触ってもいないのにそそり立つそれに、戸惑いと羞恥を隠せない。しかしそれと同時に、もっと快感の源泉とも呼べるその場所を容赦なく抉り、早く張り詰めるものを解放して欲しいとも思う自分もいた。

        　絶頂の一歩手前で、忙しなく動いていた指が唐突に動きを止め、窄まりからぬぷり、と引き抜かれた。淫らな指の感触に埋め尽くされていた場所は、急に突き放されて戸惑うようにひくついた。

        　加賀井は上半身を起こすと、白月の脚を押し広げた。こちらを見下ろす加賀井の瞳に、体が強ばった。その目は明らかに欲情した男の荒々しいもので、卑猥な息遣いが目の端から零れていた。

        「白月……もう、我慢できない……」

        　内の高揚が漏れ出た声で加賀井が言った。饒舌な瞳やそそり立つものは、獣と変わらない獰猛さを湛えているのに、その声は縋るような弱々しい響きを持っていた。

        　加賀井の太く硬くなったものを凝視しながらゴクリと唾を飲む。いくら解れたとはいえ、果たしてこれがあそこに入るのか……。恐怖と不安が胸裏によぎり、鼓動を凍てつかせる。

        　しかしもうここまで来たらどうしたって逃げることは出来ない。逃げ出せばまたあの借金地獄が待っているだけだ。加賀井があの借金取り以上に悪意を持ってひどいことをしないのは明白だ。それならば、恥辱と恐怖に耐えて彼のものを受け入れるより他にない。

        　半ば自棄になりながら、白月は顔を横に背けて小さい声でぼそぼそと言った。

        「……分かった。好きにしていいから、早く、してくれ……」

        　どうせするなら早くして早く終わらせて欲しい。そういう意味で言ったのだが、加賀井はぴたりと動きを止めた。

        　どうしたのだろうと、加賀井の顔を見ると、目を丸くして固まっていた。今まで獣のように荒く卑猥な息遣いをしていたのが一転、まるで驚いて固まった猫のような表情でこちらを見下ろしている。

        　何か変なことを言っただろうか、と自分の言葉を反芻して、ハッとした。

        　まさか「早くしてくれ」という言葉を「早く快楽を与えてくれ」と受け取ったのか……！　

        　誤解に気づいた白月は顔からサッと血の気が引いた。確かに嘘であれ白月からの告白で付き合い始めたのだから、ベッドの上で甘いおねだりをしてきたと解釈しても何らおかしくはない。むしろ当然の解釈ともいえる。震える小さな声や顔を背ける態度も、羞恥のためだと誤解に確証を与えたに違いない。

        　誤解されたままでもことの流れに何の支障もきたさないが、それでも男の沽券に関わるその誤解を放っておくわけにはいかなかった。

        「ち、ちが……、今のはそういう意味じゃなくって……」

        　弁解しようとしたが、まさか本当のことを言うわけにもいかず口ごもる。その様子を照れ隠しとでも思ったのだろう。誤解に誤解を重ねた加賀井は上機嫌だった。上から覆い被さり、軽やかな笑みの気配を運びながら頬や鼻、瞼の上にキスを落としていった。

        「何が違うんだ？」

        「いや、あの、その……」

        　本当のことを伝えず誤解を解くというのは至極難しいことだった。適切な答えが見つけられないまま、声がどんどん小さくなる。

        「本当に白月は可愛いな。こういうおねだりの仕方も勉強したのか」

        　普段は冗談も通じないくらい真面目な加賀井が、声にからかいを含んで訊いてきた。今までの自分の言動が全て恥ずかしくなった。白月は顔を赤くして首を横に振った。

        「ち、違う……っ」

        「そうか。じゃあ自然に出てきた言葉なんだな」

        「ち、ちが……っ」

        　窄まりの入り口にぴたりと添えられた加賀井の先端に、声が固まり喉の奥を塞いだ。溢れる先走りを纏うそれは、針で軽く突くだけで破裂しそうなほど張り詰めていた。

        「白月、大丈夫だから力を抜いて」

        　優しく宥めるようにして言うが、下の状況は大丈夫という言葉からは程遠く、窄まりの奥に押し入ろうとするそれに恐怖しか感じられなかった。

        「深呼吸して」

        　肺を撫でるようにして、加賀井は白月の肋骨付近をさすった。優しい紳士然とすらした手つきだったが、下半身の脅威に肺はすっかり萎縮しきっていて、肉を隔てて伝わる手の気配に怯えていた。いつまでも和らぐ気配を見せない呼吸に、手が胸元から離れた。諦めの溜め息に似たその動きに、ようやく肺もほっと一息つける程度に緩んだ。

        　しかしその緩みを握り潰すようにして、白月のものがぎゅっと掴まれた。

        「……っい！」

        　悲鳴に似た声が口から零れた。その声は誰が聞いても怯えきっていることは明白だったが、いやだからこそなのか、加賀井は握ったものを扱き始めた。

        　その手つきは、泣きじゃくる子供を宥めるような優しいものだった。しかしその手が優しく丁寧であるほど、快楽を引き出して加賀井のものを拒む体を和らげようとする卑猥な思惑が見え透いて見えた。

        　だが、加賀井のやり方は正しかった。彼の思惑通り、意識は先端から溢れる蜜に蝕まれ、窄まりの拒絶が和らぐ。その隙に加賀井は自分のものを滑り込ませた。

        「う、ぁっ……！」

        　窄まりを押し広げる圧迫感が、胸まで迫ってきて鼓動や呼吸を押し潰す。　

        「やっぱり白月も男だからここを触られるといいんだな」

        　白月のものを握ったまま、親指の腹で先端を捏ねくるようにして撫でながら腰をゆっくりと動かし始める。不快感と恐怖感が綯い交ぜになってせり上がってくるが、先端を巧妙に弄られると短い喘ぎと共にそれらは霧散してしまう。

        「っう、あっ……」

        　襞を撫でつけ少しずつ奥へ進んでいく加賀井のそれを拒もうと窄まりを閉ざすが、かえって男の欲望を健気に咥え込もうとするかのような淫乱でいじましい動きを見せてしまう。

        「そう、上手だ。その調子」

        　艶やかな笑みを浮かべながら、加賀井は先ほどまで白月のものを握っていた手で、汗ばんだ髪を撫でた。手についた先走りが髪に移り、癖のある毛先が卑猥な艶を帯びてしなった。

        「ん、いっ、む、むり……あっ」

        　無理矢理窄まりを押し広げられる感覚に青ざめていた声の端が、突如紅く滲んだ。白月自身、それが自分の口から出たものとは信じられなかったが、奥の一点を突かれる度に、自分の意思に反して声は紅く艶やかに染まっていった。

        　男のものを咥え込んで淫らに甘い声を撒き散らしてしまうことに、男として屈辱的な羞恥を覚える。せめて声だけは抑えようと、口元を手で覆うが、加賀井にその手を剥がされてしまった。

        「白月、可愛い声聞かせて」

        「っ、ぁ、い、ぃやっ……あぁっ」

        　容赦なく奥を突かれ、甘い悲鳴が喉を灼く。快楽地獄を生み出すそこは、加賀井の先走りとローションが混ざってぐちゅぐちゅと卑猥な水音を漏らしながら、先ほどまで侵入者を固く拒んでいたとは思えないほど、淫らに男のものを迎え入れている。

        　どんなにこの羞恥極まる状況を否定しようと口を開こうとも、出てくる声は快感に蕩けた情けないものばかりだった。

        　互いの快感をせり上げるようにして腰を激しく揺らす加賀井だったが、何の前触れもなく自分のものを白月から抜き取った。そして白月が戸惑いの視線を向けるより早く、加賀井のものから白濁の液が吐き出された。

        　それは白月の下腹部を中心に飛び散り、どろりと重く肌を伝った。白月のそそり立つ先端にも吐精したものが掛かり、先走りと混ざって茎から根元へとなだらかに下降していく。

        　その卑猥な感触に、吐き気にも似た嫌悪感を抱くが、自身の先走りと加賀井の精との淫靡なまぐわいを纏うそれは萎える気配はない。それが自分でも信じられず困惑した。

        　しかし何はともあれ、加賀井も欲望を吐き出しすっきりしただろう。そうなればこの屈辱的な時間もこれで終わりだ。

        　心の内でほっと息を吐く白月だったが、それも束の間だった。

        　加賀井はヘッドボードに手を伸ばした。その手にコンドームが握られているのを認め、こめかみに嫌な予感と汗が伝った。

        　コンドームを慣れた手つきでつける様子を凝視していると、その視線に気づいた加賀井が婉然と微笑んだ。

        「白月があまりにも可愛かったからつけるのを忘れていた。……だから次はちゃんと白月の中でイかせてくれ」

        　ひた、と窄まりの入り口に加賀井のものが当てられる。ゴムを隔てていても怒張したその猛りは、細かな脈動すら感じられるほどにありありと伝わってきた。底なしの欲望の気配に、白月はゴクリと唾を飲み込んだ。

        　

        　窓の外は夜の闇を湛えていたが、時間の感覚がする切れるほどに抱かれ続けた白月は、まだ朝がきていないことが不思議でならなかった。このまま朝が来ず、延々とこの快楽地獄が夜の底まで続くのではないだろうかという、妄想めいた不安に襲われた。それほどまでに、心身共に疲れ果てていた。

        「白月、疲れたか」

        　加賀井がシーツの中で向き合うようにして、ぎゅっと自分の胸に白月を抱き寄せた。訊くまでもない質問に辟易しつつも、嫌味を含んだ返答すら億劫で、気だるげに溜め息だけ返した。すると加賀井は機嫌を取ろうとするように、瞼やこめかみに軽いキスをしてきた。見当違いなご機嫌とりだ。

        「すまない。今日はここまでするつもりはなかったんだ。白月は男と初めてだろうから、キスをしてこういう風にただ抱きしめて寝るだけでいいと思っていた」

        「え？」

        　白月は思わず顔を上げた。ここまでヘトヘトになるまで抱いて全く説得力のない言葉だ。疑わしげにじっと見詰めると、加賀井は苦笑した。

        「本当だ。本当にそのつもりだった。でも白月がネットでいろいろ調べたとか積極的なことを言うからつい嬉しくなって……」

        　うっとりと目を細めて、加賀井は白月の腰を愛おしげに撫でた。ぞわぞわと腰の辺りに鳥肌を立たせながら、白月は自分がとんでもない墓穴を掘ったことに気づいた。

        　つまり、自分が変な先走りをして余計なことを言わなければ、少なくとも今日は抱かれることはなかったのだ。

        　その事実に、後悔の波が押し寄せてきて、思わず頭を抱えた。これほどまでに自分の言葉に後悔したことはない。

        　頭を抱えて俯く様子を恥ずかしがっていると解釈したのか、加賀井は上機嫌で白月の頭頂部にキスをした。

        「白月は昔から時々大胆だったからな」

        　得意げですらある口振りで加賀井が言った。人の気も知らないでよくもそんなことを言えるものだと、白月は八つ当たり交じりに心の内で毒づいた。もちろんそんな風に思われているとは知る由もない加賀井は、さらに声を甘くして囁いた。

        「白月、好きだ。愛してる」

        　一層強く抱きしめられ、互いの胸がじっとりと重なる。胸裏の秘密が鼓動と一緒に伝ってしまわないか気が気でなかった。

        　入り込んだ懐に響く鼓動に耳を澄ませていたが、互いの鼓動はすれ違いざまに触れるばかりで、ついに重なることはなかった。
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